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はじめに

　

このチョショは キホンテキにイチワごとのよみきりである。だから、どこからよむこと

もカノウだが、やっぱりジケイレツで いきているわけだから、ジケイレツによるチクセ

キなどがないとはいえない（そのため［キホンテキに］といった。）。したがって、そう

いったジケイレツによるヘンカをもあじわいたいとおもうのであれば、はじめからよむ

ことを おすすめする。

また、ゼンチョ『アルクカラ カンガエル』でロンじたことのシンテンやインヨウが たま

にでてくる。くわしくよみたいばあいは そちらのショをてにとっていただければ とお

もう。

ホンチョはすべてかなガナブン（ひらがなとカタカナのコンゴウブン）でかかれている。

ゼンチョ（ショバン、ニハン［かなガナブンによるサンバンをハッコウヨテイである。］）

は、すべてタンイツのカナブンまたはかなブンで、タイヘンよみにくいというカンソウ

をいただいた。そこで、コンチョでは、ニシュのカナのコンゴウブンとした。このホウ

ホウによって タイヘンよみやすくなったとジフしている。タンジュンにいえば、カンジ

でかかれるカショがカタカナでかかれるという ちがいがあるのみである。これによって

ななめよみもしやすくなったのではおもう。

　

　

　

イチ

　

タブン ゲンダイで ゴセンネンまえのくらしかたをしていても、ゴセンネンゴのくらし

かたをしていてもそのジテンのセキムを はたしていれば ジユウなんだろうけど なかな

かセキムをはたすのがむずかしかったりするのだろう。だから、ゴセンネンまえのセイ

カツへとギャクシンカ（ギャクのシンカ［●『アルクカラカンガエル｛イカ、『ア』とす

る｝』ニヒャク］）するとタイヘンだったりするのだろう。そういうわけだからせいぜい

ニセンネンまえとかに しておけばいいかもしれない。

　

ニ
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（アメリカ）ガッシュウコクが「ゲンバク」のケンでせめられるとしたら、ミンカンジ

ンを セントウにまきこんだということかもしれない。グンジンにあてたのなら、セン

ソウだったからしょうがないけど。ニホンジンも「ヘイがにげられない」センソウ（●

『ア』ナナジュウハチ、キュウジュウハチ、ニヒャクヨン、ニヒャクサンジュウサン）を

したし、ガッシュウコクも「ミンカンジン」をまきこむセンソウをした。どっちもモン

ダイだ。

　

サン

　

サイキン きにいっているのがラーユカレーである。カレーに ヨーグルトをまぜたり、コ

コナッツミルクをまぜたりというのはよくきいたりするが、ラーユをかけてみた。から

さがツイカされておいしい。まぁ、ギョーザにつかう「ショウユ」と「ラーユ」をリコン

させて、「ラーユ」をつかうといったところか。わたしは「ギョーザ」をタレなしたべる

からカレーにラーユをつかってもつかいすぎといったこともない。あまった「ショウユ」

はそばにでもつかおうかと。

　

ヨン

　

ニジュウネンくらいまえ シィディやがケッコウあったものだが、シダイにすくなくなっ

てきた。だから、あるシィディを みせでかおうとおもうとクロウすることがある。ザイ

コをしぼっているみせもあるので、みせにはいっても かいたいシィディがみつからない

ことがある。それで オンライン（インターネット）ツウハンでかったりする。ハンメン、

チュウコシィディやがふえた。そこであたらしめのものをかうとたかいので、ふるいの

ばっかりかったりする。そういうふるいシィディをかえるようになったのはよいことか

もしれないが、やっぱりシンサクをききたいとおもう。オンラインでかうのもいいが、み

せでかいたいからフツウのシィディやが つぶれるとクロウする。

「シィディがうれなくなった」といわれる。たしかにニジュウネンまえよりかわなくなっ

た。パソコンカンレンのものにケッコウおかねをつかったりするからだ。それでも ヨユ

ウがあればかいたいとおもう。みせにないから ツウハンでかう。ツウハンでかうからみ

せにおかなくなる。どちらだろう。

　

ゴ

　

サイキンはビデオ「ディブイディ」がサンビャクエンくらいでかりられる。ディブイディ

がすきなひとにはたまらないだろうが、わたしのすきな オンガクとか おわらいのディブ

イディはあまりおいてなかったりする。だからしょうがなくかったりするのだが、そう
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いうモンクをいわなければサンビャクエンですむ。キュウカのありかたとして、サイキ

ンゴロねをかんがえているので、いいディブイディがあればとおもっている。コウホに

なっているのがホラーである。こむずかしいニンゲンカンケイなどをかんがえずにすむ

から。

　

ロク

　

（おとをならす）ガッキネツ（ガッキずき）というのもこわい。ギターをヨンホンショユ

ウしているが、さらにかいたくなってしまったりする。ガッキはかさばるから おいてお

くとヘヤがせまくなる。だからあまりかってはいけないはずだ。しかし、うっているの

をついついみてしまう。ガッキネツというよりショウヒヨクなのだろうか。しょうがな

いので、オンラインサイトなどのかいものボタンににせてつくったにせもののかいもの

ボタン（チュウモンがセイリツしないから、しはらいもしょうじない［●『ア』ニヒャ

クヨンジュウゴ］）だよりである。それをおしてガマンしている。

　

シチ

　

あるとき、アイスクリームとおもってかいものをしたら、ジツは それがアイスドクリー

ムだったことがある。なにがちがうのか。こたえはカンタン、「アイスクリーム」はオン

ドがたかいととけてしまう「アイス」、「クリーム」であるが、もうイッポウの「アイスド

クリーム」はシツオンテイドじゃとけない。「ひやした」「クリーム」というわけだ。む

かし、「アイス」のテンプラがあるときいたことがあるが、その「アイスドクリーム」を

つかえばできるんだろう。

　

ハチ

　

ビーフジャーキーはすごい。あるキカンはホゾンができるし、あじもよい。ニホンでは

スルメとか ひものがあるが、ニクをつかったものは メイジジダイくらいからオウベイの

ギジュツをつかってつくられるようになったのだろう。チュウゴクなどのチュウカケン

ではホシニクがあるのにである（ドクトクのコウシンリョウをつかっていて、それがす

きなひとにはわるくないとおもう。）。わたしがこどものころはおかゆがきらいだったが、

おかゆに ホシニクを こまかくしたものをのせてたべる（ニホンフウでいえば、さけのほ

ぐしみだろうか）のは、いまなら いいとおもう。

　

キュウ
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ガイコクにあって ニホンではみないものというと、コーヒーあじのアイス（このばあい、

「アイスクリーム」である。）なんかみない。あれはおいしいのだが。そのかわり、ニホン

では、マッチャのアイスがあったりする。これもおいしい。ギュウニクがのっかったチュ

ウカそばもニホンではみかけないが まぁそれはいいだろう。さきにかたった「ホシニク」

もみないきがする（チュウカケンでつくられたニクのちょうづめ［オウベイフウにいえ

ば ソーセージ］は たまにみかけるが）。チュウカガイなどで うっているのだろうか。

　

ジュウ

　

サイキン カンワジテンをひかなくなった。ホンはケッコウよんでいるが、それほどしら

ないカンジがでてきたおぼえがない。というと、シュッパンシャのホウで、「カンジ」を

つかうのにセイゲンをかけているのか、となる。だからあるテイドの「カンジ」がわか

れば ほとんどのホンをスンナリよめてしまうのだろうとなる。そういうのをきにしない

ホンというのもおもしろそうだが（わたしのホンは「カンジ」をつかわなさすぎてよみ

にくいらしいが。）。

　

ジュウイチ

　

「（オウベイでよくたべる）パンキジ（パンのカンセイヒンのてまえのザイリョウである）

のきのみ（たとえば、「くり」）」とか、「あなの なかのカエル」とかいうリョウリがある。

なんだそれはであるが、ほんものをキタイしてはいけないのかもしれない。カタホウは、

「ドーナツ」というやつである。これは、シャシンをとるときにいう「はい、チーズ。」と

いうかけごえ（●『ア』ヒャクキュウ）とおなじで、もとがなんだかわからなくなって

しまっているイチレイかもしれない。「ドーナツ」は「パンキジの み」で、「チーズ」は

「ポーズ」のことである。

　

ジュウニ

　

わたしがかうシィディといえば、むかしかったことのあるアーティストにほぼかぎられ

る。たまに よさそうな え（ブックレット）をみつけては そのシィディは わたしの この

みのものだと スイテイしてチョウセンすることがあるが、むかしかったことのあるアー

ティストのものだけでもソウトウスウえらべてしまう。ところで、なんでニホンのアー

ティストのシィディはブックレットのヒョウシにシャシンをつかうのだろう。いいえか

き（ガカ）がいないのか。「え」だとこのみのものをえらべば、このみのオンガクにあ

たったりする。ちかごろわたしはシィディをかうリョウをおさえているが、オンガクも

シゲンだから（ムゲンではない）まぁダイジにしようとおもっている。
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ジュウサン

　

ゆずがいろづいてきた。もうふゆのはじまり（ホンがでるころからいえば、キョネンの

ふゆ、イッサクネンまえのジュウイチガツである。）。どうするかあまりかんがえていな

いが、まぁ、ゆずスイ（ゆずジュースをみずでわったもの［●『ア』ニジュウハチ］）に

するか。リョウリにつかうのもいいだろう。ゆずの「す（『す』ではないが）」のものと

か。つけものにもいいみたいだし。このゆずのきは、ニネンまえにきられてきずついて

いたから（●『ア』ハチ、ニジュウハチ、ニヒャクジュウロク）もうちょっと そっとし

ておこうとおもっている。

　

ジュウヨン

　

もうふゆがちかい。ゆきおろしのヨウイもしようとおもう。（よくゆきがふる）ゴウセツ

チタイではあたりまえのようだが、わたしのいえのホウでやると、「えっ」というかおを

される。しかし、おもみがあるのだから、おろしてやったホウがアンシンだ。おととし

にそれにきづいて、キョネンからやりはじめた。

イチバン やねにのぼりやすいところに ショウコウグチをつくり、そこからキャタツをつ

かってやねにあがる。かといって ゆきのときには おいそれとのぼらない、やねにのって

も、とけたゆきで すべってあぶないからだ。ショウコウグチから ゆきをおろしていく。

キョネンは ゆきおろしにニ、サンジカンかかった。でも、それでよしと。ことしの はる

まえはゆきがすくなかったが ことしはどうだろう。

　

ジュウゴ

　

ひとはこたえをとおくにみつけたりするが、アンガイみぢかなところにあったりする。

わたしはコウエンでねそべったりするのがすきだ。ところがわたしのいえのホウでは、

そういうことのできるコウエンがないとおもっていた。だから、トウキョウトナイのコ

ウエンまででかけていったものだ。しかし、サイキンになって、いえのちかくにいいコ

ウエンをみつけた。そこなら ジュウブンねそべられるし、カンタンなキュウギ（たまあ

そび）などもできる。ニジュウネンくらいまえにそこはできた。そのころ、トウキョウ

トナイのダイガクが、そのコウシャをトウキョウコウガイに たてていた。そのときには

やっていたセッケイなのだろう。ひろびろしているのがトクチョウだ。わたしがかよっ

たダイガクもやっぱりそのころにコウガイにコウシャをつくった。そこもひろびろして

いる（ちかごろはダイガクを トナイに シュウヤクして たてるのがはやっているらしい

が。）。さすがに ボコウに そうやすやすねそべりにいけないが、ちかくのコウエンならそ

れはできる。ことしは、ホンをよみにそこにいった。すずしいキセツにはカイテキなの

で、またいきたいとおもう。
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ジュウロク

　

おととしぐらいからコンビニエンスストアで、コーヒーをうりだすようになった。アイ

スコーヒーものめるし、よくできている。しかし、そんなにたかくないとはいえ、ナンバ

イものんでしまうと、ケッコウなキンガクになる。わたしも イチニチにゴハイとかのん

でいたので、シュッピをへらそうとかんがえ、「むぎちゃ」をドウニュウした。むぎちゃ

だとヒャクエンで ニジュウゴハイのめる。だから サイフも なんとかからにならずに す

んでいる。

　

ジュウシチ

　

ベツに「かみ（さま）」はヒテイしないが、わかいころは、なぜ チキュウがまわっている

かセツメイできなかった（そのセツメイは、●『ア』ヒャクロクジュウサン）。そういう

バカになんかわるいことをふきこめば、いい（よくないが）キョウキになっていたかも

しれない。だから、なんかをふきこまれても、「わからない。」といい、わかるまで まつ

のがかしこいとおもう。たしかに、だれかにきけばおしえてもくれるだろうが、まぁ、そ

のひとに「でしいり」するようなものだ。

　

ジュウハチ

　

そういえば、しばらく（ふででモジをかく）シュウジをしていない。ロク、シチネンま

え、「ジコシホンヒリツ（ショウバイでの　ジギョウシャのシュッシヒリツ）をおおきく

する」とかいたが、まぁ、それはすこしづずつタッセイしている。でも、ジをかくのは、

レンシュウしなかったのでへたなままだが。

　

ジュウク

　

むかし、「ブブンテキ（ゼンタイテキでなく）なヘイワをみとめるか」というといをかん

がえていた。なんかおおきなことをかんがえているからわかいとおもうのだが、それぞ

れのドリョクではないかといまはおもう。「ブブンテキなヘイワ」じゃなくて、「ヘイワ

シサン（ザイサン）」があると。それぞれの「ヘイワシサン」をどうそれぞれが あつかお

うが それはキホンテキにジユウであろうと。いってみれば、「ジユウヘイワシュギ」だ。

イチバンはじめに かんがえたそのころは、しごとはコウムインが いいのでは とおもっ

ていたりしたのだが。
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ニジュウ

　

「なんで いきているのか」ととわれたとき、「なぜ」というイミなら、「なにかをたべるか

ら」とこたえ、「なにが」「いきさせるのか」なら、「ブッシツがうごけるから」とこたえ

る。そのこたえだと、もし、ブッシツがうごかないようだったら、「いきられない」んだ

ろう。たとえばまわりのオンドがひくいとか（それだとブッシツのジョウタイがコタイ

ばかりになる）。そういうブッシツが「うごける」ジョウケンがあるからいきられると。

エキタイやキタイだとブッシツはうごけるカノウセイがある。だからタイヨウからとお

い カセイより、スイセイ、キンセイのホウがセイブツはみつかりそうだとおもうが、そ

ういう、エキタイセイブツとかキタイセイブツはソウテイガイなのだろうか。

　

ニジュウイチ

　

（セイジカをきめる）ミンシュセンキョはシジョウ（とりひきがなされる）シュギでいい

かもしれないが（タクサン「うれた」ひとがかつ）、イッテイスウの「コウバイ（という

か）」にいたらない（「かわない」）ひとができてくる。それでもなんかのセイトウをシジ

してりゃいい。どのコウホシャもセイトウもシジできないとすれば、そのひとがリッコ

ウホするのがダトウかとおもうが、ゲンジョウのセンキョは、トウヒョウにいかず、「『セ

ンキョ』がないことにする」にトウヒョウできるというところがすごい。そういうひと

たちがふえたらどうするのだろう。

　

ニジュウニ

　

はるにニラのはながさき、あきにはたねができていた。イチネンセイのショクブツって

いうのはそんなものだろうか。しかし、モヤシははながさいたが、どうも「たね」はカ

クニンできていない。

　

ニジュウサン

「ジブンらしさ」をツイキュウするなら、いまのニホンでは「ニホンセイ」のたべものを

たべるヒツヨウがあるかもしれない。モチロン、ニホンジンドウシのケンカもあるだろ

うが、すくなくとも「ニホンジン」であろう。もっと「ジブンらしく」なりたかったら、

あなたのいえのにわにはえ、かつ、ほかのだれもたべていないくさでもたべるといい。

それは、あなたしかたべないから、すなわち「あなたらしい」。でも、フツウの「ジブン

らしさ」をもとめるのだったら、ほかのひともたべているものをたべるだろう。あなた

がジミントウシュギシャだったら、「（アメリカ）ガッシュウコクセイ」のたべものもた

べていいのだとおもう（そのわけは、●『ア』ロクジュウサン、ヒャクゴ、ヒャクロク、
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ヒャクゴジュウキュウ、ヒャクロクジュウロク）。

　

ニジュウヨン

　

わたしがわかいころは、シツギョウシャみたいなかんじだったので、まぁそれはそれで

よかったが、いまは、シツギョウしているとこまるので、「シツギョウシャのきるような

フク」はきていない。ロックバンドのハダギ、ブランドロゴがはいったハダギ、スポー

ツものの、サーフケイのなどいろいろきていたようなきがする。でもいまは、ハダギで

ひとまえにでようとはとくにおもわない。

　

ニジュウゴ

　

やすうりヨウフクやがワダイになったりする。いまではセイサンだけでなく、ハンバイ

モウも カイガイでのばしているとか。そのキョウゴウテンもふたつほどあるようだが。

わたしのいえのちかくにそのみせがユウメイになるまえからテンポをかまえていたから

そのヘンカがわかる。そのトウジはガッシュウコクサンのブランドヒンをまじえてうっ

ていた。フクのいろづかいなどがジミなものをうっていたとおもう。そのみせが あかぬ

けてしまうのだからおもしろい。まぁ、ドリョクなのだろうが。

なんかいかチノパン（ツ）をかいにいった。ベンリなようだが、そのみせのおかげで、

ニホンセイとかガッシュウコクセイのフクをかいづらくなった（チュウゴクセイのやす

いフクがうれるから そのたのフクをあつかわなくなった）っていうのはかんがえもので

ある。

　

ニジュウロク

　

リサイクルのツゴウでゴミをブンベツしなければいけない。とはいってもゴミばこは ひ

とつだから、しょうがなくゴミぶくろにまとめたりする。ゴミばこを ふたつにすればカ

イショウされるモンダイであるが、ふたつもおくと あきクウカンがなくなってくる。い

いカイケツホウをさぐっている。ゴミばこを たてにチョクレツにおくとか。

　

ニジュウシチ

　

パソコンのあたらしいソフトがでた。サンネンにイッカイぐらいあたらしいものがでる

から、サンネンぶりといったところだろう。わたしのパソコンでもそのあたらしいソフ

トはつかえるらしいが、そのほかのソフトをサイシンバンにしないといけないとなると

ちょっとまってくれといいたくなってしまう。もっとも よくつかうソフトはふるいもの
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だから、ふるいパソコンでうごかしているのだが。そういうカンテンからいうと、サイ

シンバンをドウニュウしてしまっても いいのかもしれない。むかしのパソコンは たびた

びエラーがおきていたが そのテンは カイゼンされているから いいとおもう。

　

ニジュウハチ

　

ことしはなつにコウコウヤキュウをみにいった。キュウジツだとケッコウなキャクいり

だ。しあいにかちつづけるといわゆる「コウシエン」にいけるのだが、わたしのボコウ

はそこまでかちつづけられなかった。いいセンまではいったが。

　

ニジュウキュウ

　

パソコンをもちあるくのはケッコウなロウリョクである。そこで もちはこばないですむ

ジブンのパソコンというのをキカクした。パソコンは なかのクドウキロクソウチをつ

かって キドウする。そのクドウキロクソウチをそとづけにして、そのなかに、キノウの

ゼンブをいれてしまい、そのソウチだけをもちはこぶようにかんがえた。しかし、ため

してみると、そとづけクドウキロクソウチからのキドウはできなかった。ベンリかとは

おもうが、ソフトウェアがうれなくなるからか。

　

サンジュウ

　

フロイドセンセイ（セイシンブンセキをはじめたイシ）は、「ファルス」についてかたっ

たとされるが、そのリロンをオウヨウするようにとあるセイヒンができている。ニホン

では、「おとなのおもちゃ」といわれるが、タブン、フロイドセンセイのコウセキだろう

（●『ア』ヒャクジュウサン）。

　

サンジュウイチ

　

こどものころよくテレビゲームをやっていた。こどものシセンからいうと「おもしろい」

からそうモンクはないのだが（モチロン つまらないゲームもあった。）あるテイドとし

がたってみると、よく だれかのショウバイにのっていたともおもう。ゴセンエンとかす

ると こどもにとってはやすいキンガクではない。ショセン、あるガメンに えがでるあそ

びだ。そのガメンに ヒョウジされたナイヨウと ジッサイのセイカツとはなにもカンレン

がない。そんなあそびをよくやっていたとおもう。たまにはいいかもしれないが、「ゲン

ソウ」からときはなたれたのにまた「ゲンソウ」にかかわろうとはおもわない。「ショウ

ギ」ゲームとかならいいが。
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サンジュウニ

　

あるマンガ（アニメ）に でてくるあるひとがたの キョダイな セントウヨウのキカイは、

ゲンダイの「ブツゾウ」といってもよいくらいニンキがあったりする。ジッサイそのおお

きなモケイが、トウキョウのリンカイブでコウカイされたらしい。それが、ニューヨー

クにあるおおきなゾウをちいさくフクセイしたゾウのちかくにおかれたものだからおも

しろい（ニューヨークのゾウも「ブツゾウ」かもしれない）。

そのキカイのモケイをみにえらくひとがあつまったらしい。ほんもののブツゾウはみに

いくひとはいるが、マンガででてくるなにかのように、「コスプレ（フンソウ）」をする

ひとはいないようだ。それなりにシジをあつめられるとおもうが、ほんもののブツゾウ

を「かたれる」ほどのキョウヨウがないのだだろう。わたしだってないが。

　

サンジュウサン

　

デンチシキのワープロはないみたいだが、デンチシキのにたようなものをハッケンした。

ポケットピーシーである。カンデンチでうごき、インサツはできないが、ブンショサクセ

イやヒョウケイサンができる。そういうのをみつけたのでかってつかいはじめた。パソ

コンだと、シリョウをかたてに うちこむのはタイヘンだが、ポケットピーシーだと、シ

リョウをキカイのしたにおいてうちこめばいい。わたしはこれがきにいって、ブンのう

ちこみなどはこれをつかっている。サイキンは こういうのをつくっていないようだが。

　

サンジュウヨン

　

ジカンを「エル（アルファベット）（ロコモーティブ）」ではかるとしたら、キオンがと

てつもなくひくくなれば、セイブツはウンドウが（つまり、キタイ、エキタイがトウケ

ツして）テイシされるだろうから、いきられない（●『ア』ヒャクジュウゴ、●ホンショ

[イカ ムヒョウキ]ニジュウ）というかジカンがそのコタイについてはながれない。だか

ら、ニンゲンは（いきられる）うごける、つまり「エル」であるが、きびしいジョウケン

では「エル」にはならない。

ニンゲンのイッショウをかりに「エル」とすると、そのナイヨウは、ニジュウヨン（ジカ

ン）かけるサンビャクロクジュウゴ（ニチ）かけるハチジュウ（ネン）になる。ケイサン

すると、ナナジュウマンハッピャクである。このスウジを、ウンドウのおそいジョウケ

ンでかんがえてみる。たとえば、ハチわりのはやさだったら（さむいところなどで）、「エ

ル」はドウイツジョウケンとしてかわらない（ウンドウのソウリョウはかわらない）が、

ソウリョウがナナジュウマンハッピャクとしても、そのウンドウ（ソウリョウ）をカン

リョウするのに、ハチジュウナナマンロクセン（ヒャクサイ）かかることになる。つま
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り、テイオンでセイゾンしたほうが、ウンドウのソウリョウはかわらないとしても、ニ

ジュッサイながくいきられるカノウセイがある。つまり、さむいくにのホウが、ながく

いきられるということである（ジッサイ　みなみのくによりキタのくにのホウが ながい

きである 。）。

　

サンジュウゴ

　

「プロ」ということばも ガイコクからはいってきたとおもう。「プロフェッショナル」と

いうイミがおおいとおもわれるが、「プロテスタント」かもしれないし、「プログレッシ

ブ」かもしれない。だから、「あなた『プロ』でしょ」とかいわれてウカツにこたえると、

「あいつはハンタイハだ。」とかいわれかねない。よくイミをカクニンしてこたえなけれ

ばならない。それか「『ニュートラル』です」とかいえばいい。

　

サンジュウロク

あるトシのことを「ニューヨーク」という。そうか「あたらしい」から「ニューヨーク」

だ。じゃあ「ふるい」「ヨーク」もどこかにあるのだろう。そうやってレキシをまなんで

いく。

　

サンジュウシチ

　

アンガイ、なんかのギロンってサイゴまできくヒツヨウはないかもしれない。ギロンし

ているサイチュウのおもしろいロンテンだけ ハイシャクして しごとにもどるのがいい

かもしれない。ニンゲンひとりでは やることはかぎられているのだから。イッコ ケッ

カをだしたらまたギロンをきくとか。ずっと「ギロン」しているひとはすごいとおもう

けど。

　

サンジュウハチ

セイジカが まるばつセンセイのセツをインヨウしてかたったけど、まるばつセンセイは

それはちがうといいはじめることもあるだろう。そうすると、トウヒョウシャからの「シ

ジ」がわるくなるから、セイジカはむかしのことばとか、しんでしまったひとがセイゼ

ンいっていたことをいえばアンゼンだ。しかし、そこに、「レイコン（たましい）のフメ

ツ（なくならない）」みたいなかんがえがドウニュウされると、そういうこともいえなく

なる（レイコンにヒテイされてしまうからだ）。そうすると、ごジブンのことばでいいは

じめるのだろうか。そのホウが セイジカのシツがよくなるような。すくなくともセキニ

ンテンカはできなくなる。そういうわけで、セイジカのシツをあげたきゃ「レイコンの

フメツ」をドウニュウすればよい。
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サンジュウキュウ

　

サイキン、ホンだなのセイリをして、なにもないという「クウゲン（からっぽというシ

ゲン［●『ア』ニヒャクニジュウキュウ］）」をカクホした。でも、それではちょっとヨユ

ウができただけなので、ほかのホンをかっていれてしまえばすぐにうまってしまう。だ

から、からっぽのホン（ホンがたのノート）でもかってこようかとおもっている。その

なかみをかきこんでいけば、「ホン」になる。もうふたつほどシッピツがきまっているの

で、からのホンを ふたつつくればいい。そうやってジブンのホンが ホンだなにはいって

いく。

　

ヨンジュウ

　

「あたらしいシホンシュギ」というのもあるのだろう（ジツはふるい「シホンシュギ」か

もしれない）。ある「（みどりのはっぱをもつ）き」がおしえてくれた。しかし、ニンゲン

が（わたしが）そのあたらしいシホンシュギになれないために、むかしながらの（イッパ

ンテキな）シホンシュギにあうようにチョウセイしようとしたりする（●『ア』ニジュ

ウキュウ、ニヒャクジュウニ）。

「あたらしい シホンシュギ」とはなんだろう。としよりが かねをもつというのはかわら

ないが、ちいさいこどももゲンキというかんじのものだ。としをとると ネンキンがもら

えてさらにゆたかになる というのは セイドをかえないかぎりかわらないが、ちいさいこ

どもが こづかいをもらってかそれなりにハンエイするというものだ。たしかに「こども

てあて」というのはある。そういうのをつかって、こどもがジブンのポケットマネーで

ガクヒをはらったり、ショクヒをはらったりということもそうかもしれない。ただ、ニ

ホンジンのばあい、あまりこどもをダイジにしないブンカがあるらしいから、むずかし

いだろう。

　

ヨンジュウイチ

　

「かんがえる」とよくいうがそれはアンガイかなしいことばかもしれない。「カン」がえ

られたのであるが、それを「かえて」しまうということでないか。だから、「かんどおり」

とか「かんすすめ」とかだったらかなしくないのではないだろうか。

　

ヨンジュウニ

　

ストーリーという。これには「ものがたり」というイにくわえて、「（たてもののたかさ
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による）カイ」というイがある。だから、あるカイソウでのまとまりというガンイがあ

るのだろう。だから、そのひとにあわないストーリーがある。デパートでかんがえれば、

サンカイのフジンフクうりばはわたしにはあわないとかだ。デパートでなくても、とく

にカイキュウシュギなら（ニホンではイチオクソウチュウリュウといわれるが）、それぞ

れのはなしをもつだろう。だから、ガイコクセイのコウキュウヒンというのはショミン

テキではないストーリーをもつのだろう。イチジキやたらとコウキュウヒンをかう ニホ

ンジンがいたらしいが、まぁタショウそういうストーリーに ふれることはできても、ほ

かのコーディネートができていなかったのではとおもう。

　

ヨンジュウサン

　

コウジョウなんかではニジュウヨジカンソウギョウをしている。なぜはじめたかはセイ

カクにはわからないが、コキャクに はやくセイヒンをとどけたいからとかキカイをレン

ゾクで つかいつづけたいからとかなんだろう。そうするとシンヤにはたらく ニンゲンも

ヒツヨウになる。そういうひとがいないとニジュウヨジカンソウギョウはなりたたない。

ショウテンもニジュウヨジカンエイギョウをしていたりする。いつでも かいにいけるの

でベンリだ。しかし、なぜニジュウヨジカンガッコウがないのか。ニジュウヨジカンソ

ウギョウやニジュウヨジカンエイギョウのキギョウで はたらくロウドウシャがいるはず

なのに。かんがえてみれば、シンヤにあつまるショウニンズウをあいてにジュギョウを

やるのはヒコウリツである。だからそういうジュヨウは、オンライン（ツウシン）がみ

たすのであろう。

　

ヨンジュウヨン

　

「レイセン」とかいったりする。まぁ、ケイヨウテキなことばかもしれないが、ジッサイ

にそうなるとやっぱりさむいのだろう。ニセンジュウニネンのふゆはさむかった。ある

ところでは、そのてのアニメエイガができるほどさむかったのだろう。ただ、ニジュウ

ネンほどまえ、「ロウドウカンレイキ」みたいなことばがあった。いうホウはあまりきに

しないようだが（わたしもおなじことをしているカノウセイがある。）、そのことばをブ

ンカイして、「カンレイキ」になったらたまらないとおもう。どうして そういうことをい

うのかであるが。たまにそういう ひどいことばに でくわす。

　

ヨンジュウゴ

　

「デザート」とはむかしよくきいたものだ。しかし、サイキンはそのてのものを「スウィー

ツ」というようだ。たしかに そのホウがセイカクなようなきがする。イッタイいまでは

なにに「デザート」というのであろう。「デザート」は「コウロウ（よいつとめ）」という
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イミがある。あまいカシなどは、まったくひとのショクヨクをみたす「コウロウ」をす

るものであり、またそれをショクするひとも「コウロウ」をなせしものがふさわしいで

あろう。たいして いいこともしないのに、あまいものにくらいつく というのが いまの

リュウコウで、それなら「スウィーツ」にしようとだれかがかんがえたのではないか。

　

ヨンジュウロク

　

きずついたゆずがみをつけた（●ジュウサン、『ア』ハチ、ニジュウハチ、ニヒャクジュ

ウロク）。キョネンもわずかに なったのだが。みをとって テキトウにきってみずにいれ

た。イチネンハンぶりのゆずスイ（●ジュウサン、『ア』ニジュウハチ）。ちいさい みで

つくったときはほんのあっさりあじだったが、いろづいてからのはケッコウあじがする。

ほんのひときれでも あじがする。いまのところふたきれで つくっているから まだまだ

たのしめる。

　

ヨンジュウシチ

　

たべものを くちにいれるとイにおちる。そこから ショウカされるというのが フツウだ。

もし、ニンゲンがさかだちをして セイカツするようになったらどうなるか。たぶん「お

もさ」のモンダイで、くちからたべものをいれても、イのホウにいかないのではないか。

じゃあどうすればいいか。フツウにくらしているばあいとギャクのながれをかんがえれ

ば よいのでは。ただ そうすると、タイナイをとおってきた たべものを サイゴにあじわ

うことになる。それで、くちからだされる たべものは「うんこ」とギャクのながれだか

ら、「こんう」ということにする。それをだすまえにあじわうのはゴウモンのようなきが

する。ニンゲンには（ニンゲンだけではないとおもうが）できにくいこともある。タブ

ンできなくはないがやらないのだろう。

　

ヨンジュウハチ

　

「サバサバ」している というのももとはガイコクゴでないか。フランスゴにそういうこ

とばがある。「ゲンキゲンキ」しているというヤクになる。やっぱりエドジダイとかに は

いってきたのだろうか。

　

ヨンジュウキュウ

　

キュウジュウネンダイ、レイネンダイに「セルフサーブ」のみせがふえてきた。ちょっ

としたショクドウにはいるといくらかで のみものを「セルフサーブ」することができる
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というメニューをえらべることがおおくなった。「セルフサーブ」によりテンインのロウ

リョクがへり、カカクもやすくおさえられるのだろう。そのメニューがはじまるまえよ

りイッパイのカカクはやすくなったとおもう。ただ、テンインにもってきてもらいたい

ときもあるので、センタクできるといいとおもう。

カテイでだすごみのブンベツも「セルフサーブ」になった。ゴミショリヒがやすくなっ

たというはなしはきかないが、そのブンやすくなっているのだろう。（ロウゴの）ネンキ

ンなんかも「セルフサーブ」にしたらうけとるブンがふえるか、ギョウセイのヒヨウが

へるかもしれない（カクテイキョシュツガタのネンキンがあるが）。イリョウホケンもそ

うだ。ただ、ロウドウリョクかおかねをださなきゃならないが。

　

ゴジュウ

　

「センギョウシュフ」がへっているときく。そうすると、カジをするジカンがすくなくな

るだろうから、「カジ」のシツやリョウがおちるとかんがえられる。また、ガイチュウを

するようになるだろう。カセイフをやとうということでなく、ソウザイをつくらず かっ

てきたり、こどもをどこかにあずけたりというようにである。そうやってやくわりのセ

ンモンカがすすみ、カゾクのやくわりはおかねをかせぐだけになるかもしれない。

　

　

　

ゴジュウイチ

　

（たべる）ショクがみだれると、（ビョウキをなおす）イリョウにかねがかかることにな

る。タブン、ニホンジンなんてイリョウにかねをかけすぎだろう。コジンのカンテンから

みると、そんなにイリョウにかけているきはしないが、ホケンだ、ホジョキンだでしはら

うガクが ひくくおさえられるからだろう。ジッサイはケッコウなガクがかかっている。

ショクがみだれるのも、やくわりのセンモンカがすすめばしかたないかもしれない。ショ

クという ニンゲンのもっともキソテキなことも「ガイチュウ」するからである。いっそ

のこと メニューのセンタクまでセンモンカにまかせてしまえばいいが、さすがにそこま

ではできないであろうから、エイヨウのジョウタイがよくなくなるのであろう（そうい

うブブンはセンギョウシュフがよくやっていたのだとおもう。）。ニホンのわかいひとも

そうだが、ハッテントジョウコクなどで、そういうシッパイをくりかえさないようにと

おもう。そういいつつ、わたしもガイチュウをしているのだが（エイヨウはかんがえて

います。）。

　

ゴジュウニ
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こどものころかったテレビゲームキは、「クロウ」だったのではないかとおもう。あれに

シュウジュクしたところで、ゲンソウしかのこらない（コウウンにも「メイジン」になれ

たところでたいしてかせげるとはおもえない。）。ホンでもよむべきだったのだろうとお

もう。ただ、そういう「バカ」なわかものは、ロウドウシャとしてはつかいやすいのかも

しれない。ただ、そのゴに「ジュケン」とかあったから「バカ」ではなくなっていたかも

しれない。それもかんがえると「チュウトハンパ」だ。としをとってくると、わざわざク

ロウはかってきたくない。そういうわけで わたしはこのごろテレビゲームをやっていな

い。「クロウはかってでもしろ。」とだれかがいっていたのをおもいだすが（「わかいころ

の～。」だったかとおもう。）、そんなのをわざわざかわなくても、ほかのクロウがある。

　

ゴジュウサン

　

ヨーロッパでは、ローマのシハイからドクリツしてくにをつくり、やがてあらそいはじ

めた。そういうレキシをかんがえる（さきのシテキどおり、「かんどおらせる」といっ

たホウがいいかもしれない。[●ヨンジュイチ]）とニホンもチホウブンケンをすすめる

と あらそいはじめるのではとおもう（おきなわのベイグンキチでもめているが、あれを

「しったことか」というようになったらもうドクリツさわぎだろう）。すでにあらそった

レキシはある。あらそわないように うまくやるのがダイジなのだろう。そういうしくみ

が できるかというのがチホウブンケンのカダイなのだろう。

　

ゴジュウヨン

　

レキシジョウ（チュウゴクシ）で フホンイなしにかたをしたひとがいる。アンサツされ

る というのはわりとよくあるはなしだが、これからはなすひとは あるくにのオウにジサ

ツをめいじられたという。

そのくにが あるベツのくにといくさをしてかち、そのくにをシハイした。しかし、その

シハイされたくにのオウがトクをつむのをみて、やがて また あらそいになるだろうこと

をあるショウグンはシハイがわのオウにシテキした。しかし、シハイがわのオウは その

ことばをうけいれず、そのほかのくにの センソウにカイニュウする。それでもそのショ

ウグンは、オウをいさめるが オウはあらためようとしない。そして、やがて うるさがっ

たオウはかれにジサツをめいじる。ショウグンはそれをきき、ジシンのソウギのジョウ

ケンなどをいいのこすが、オウはそれにいかり、そのショウグンのなきがらをかわにな

げすててしまう。

ニホンジンは、いたいときに「うぅ」といったりするが、そのショウグンのセイもそれと

おなじだ。チュウカケンでは、まいとし あるジキにそのショウグンをまつっている。イ

ジョウがそのショウグンのはなしだが、ジカンがあったら、「あぁ」ショウグンのはなし

もさがしてみたいとおもう。ショウグンかどうかも、ジツザイしたかどうかもわからな

いが。
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ゴジュウゴ

　

ちかごろは、なにかのサギョウをおえるときに、～を「ソツギョウする」といういいか

たをするひとがいる。しかし、「ソツ」というのは、ゴリンジュウのイミがある。そのひ

とたちがいうのは、「ギョウ」をおわらせてしまうというイミだろうが、ガクモンや わざ

や ダンタイをシュウソクされてはこまるメンがある。こういうかんじだから、ニホンジ

ンはガッコウや そのガクセイセイカツを すんなりと「ゴリンジュウ」させてしまうのか

もしれない。せめて、「わたしにかぎっていえば」「ソツギョウしました。」とかのシュゴ

や セツメイがあるといいとおもう。どうも「～を」というのにジュウテンがおかれてい

るように おもってしまう。

　

ゴジュウロク

　

「ガシンショウタン（きのまきのうえにねて、ドウブツのきもをなめる）」のことをしら

べていたら（このはなしは、ゴジュウサンではなしたひどいしにかたをした ショウグン

が おそれていたくにのオウがしていたことのビョウシャである。）、あるショモツによる

と、「ギョウタン（きも [ドウブツの]をあおぎ）ショウタン」であった。どうも、「ギュ

ウタン」とか「しおタン」があたまをよぎってしまうのがなさけなくおもう。ちなみに

このばあいの「タン」はエイゴである。

　

ゴジュウシチ

　

（アメリカ）ガッシュウコクとのコウショウで、ニジュウネンほどまえニホンセイフはコ

ウキョウトウシをすることになったという。で、ドウロをたくさんつくったのだろう。お

かねのむだづかいともいえるが、それは、「いきどまり」ではなくて「みちができた」と

いうキボウがあることばになるので、まぁよかったのかもしれない。

　

ゴジュウハチ

　

なかなかゲンダイブンのカンカクでヒャクネンマエのホンをよむとなかなかすすまない。

いまなら、ひらがなにするモンクをカンジをつかってあらわすからだ。まぁ カツジだと

ジショをひけばよめるからいいが、タッピツでかかれると、よめない。だから、タッピ

ツでかかれたむかしのホンは いまのところ よめるきがしない。
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ゴジュウキュウ

　

あるくからかんがえる。とはわたしのイッサクめのホンのダイだ。あるくからシゲキが

えられてかんがえるというイミだ（●『ア』ヒャクロクジュウニ、ヒャクロクジュウヨ

ン、ヒャクハチジュウサン）。しかし、あるくならトカイより いなかのホウがいいだろ

う。それは トカイだと、タイテイのものはサクシャがセツメイすればわかるようになる。

だが、いなかだと、そういうセツメイはえられない（モチロン、ガクシャのセツメイや

カセツはあるだろうが）。だからかんがえる。

　

ロクジュウ

　

ビル（カンジョウがき）が たくさんたまるとケッコウなたかさになる。モチロンつめば

であるが。イッコイッコすばやくケッサイしていけばたかくはならないが たまると た

かくなってしまう。ちかごろは むかしよりよくためているのだろうか。なぜなら コウソ

ウのたてものがふえているからだ。エイゴではビルディングというが、ニホンでは「ビ

ル」といわれたりする。つまりたかいビルがたった というとき、たかく カンジョウがき

が つみあがったともべつのセンでいえるのである。ホントウにカンジョウがきがつみあ

がっているのか。かんがえてみると、タジュウサイムでジコハサンみたいなはなしがた

まにある。ジコハサンはカンジョウがきがショリできなくなっておこることだ。あまり

きかないがジツはよくあるのかもしれない。ビルのかずだけ、カンジョウがきがつみあ

がっているといえるのであろうか。

　

ロクジュウイチ

　

レッシャのことをトレインという。しかし、トレインといえば「クンレン」だったりす

る。このイミのひらきはどうセツメイするのか。それをかんがえると、ツウキンジのマ

ンインデンシャが ホントの「トレイン」ではないかとおもう。つまりトレインのなかで、

どんなアツリョクがかけられてもショウキがたもてるように ジョウキャクを トレイン

する。こんなかんじでイミがコテイされたらマンインデンシャはなくならないだろう。

どうすればいいか。それなら、「ホウィール（シャリン）」をきたえましょうとか、レイ

ルウェー（テツドウ [センロ]）をきたえましょうとすればいいかも。

　

ロクジュウニ

　

うたばんぐみがたまにテレビでホウソウされている。くにのホウリツも うたぐらいのな

がさにならないものか。やたらながくおもえる。かんがえてみれば、ハイクやタンカは

あったし、むかしのホウレイはみじかかったようなきがする。ようするにセイジカや カ
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ンリョウががんばっているのだろう。いまのホウブンじゃ うたっていたらジュップンイ

ジョウはかかる。ジョウシキテキな うたのながさがゴフンとかだから、せいぜい そのテ

イドにすればともおもう。

　

ロクジュウサン

　

「カイケン（ケンポウカイセイ）」さわぎなどあったりする。これはみおとしがちなので

あるが、いまのケンポウには、ショク（たべる）のジユウが「ある」とはかかれていな

い。「グルメ」だのなんだののはなしをきくと、ちょっとやりすぎかとおもう。そういえ

ば、おさないころ、おやじに「いやならたべるな。」といわれたものだ。おやじは センソ

ウもしっているセダイなのでセットクリョクがあった。たしかにケンポウに「ジユウが

ある」とはかかれていない。もし、そのジユウをみとめてしまうと「ガッコウキュウショ

ク」もなりたたなくなるかもしれない。あまり、「ショク」にこだわらないというのはダ

イジだろうか。

　

ロクジュウヨン

　

ふゆはさむい。トクによあけがイチバンさむいようにおもう。よるのあいだ ひにあたっ

てないからどんどんキオンがさがっていくからだろう。そうかんがえると、「カクのふゆ

（カクセンソウでつくられたふゆ）」なんてそうとうさむいのだろう。だから「レイセン

（コールドウォー）」といったのではないか。

　

ロクジュウゴ

　

ひさしぶりにすなぎもをたべた。「すなぎも」といわれても どこのブブンだかわたしは

わからないが おいしい。おやじがよくかってきてくしやきにしてくれたことをおもいだ

す。「もつ」というセンタクシもあったとおもうが「すなぎも」だった。もうゴネンはた

べていなかった。そういうあじでおやじをおもいだす。

　

ロクジュウロク

　

「クリスマス」といえば どうもトリニクをたべるひとかんちがいしてしまいそうだが、キ

リストのタンジョウビをいわうらしい。ガッシュウコクにいったとき、あるショウテン

で、うたをガッショウしているひとたちに であった。わたしは、コウコウセイのときに

そんなきもちもないのに「おぉ、シュよ」とうたわされそうになっていやだとおもって

いたのだが、ちゃんとしていると（そう、チャントだ）いいものだとおもう。そう、オ
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ウベイのひとのガッショウはうまい。ニホンジンがうたうと、なんかハクリョクがない。

やっぱりレキシなのだろうか。

　

ロクジュウシチ

　

たしざんっていうのはカンタンなようにおもえるが、それは、どこかで ひきざんがなり

たっていないと フカノウだ。たとえば、ニヒャクエンのさかなをキャクにうる となる

と、「さかな」イッピキが ひきざんされて かわりにニヒャクエンをうけとるわけだ。さ

かなは ムゲンにあるようだが、やっぱりエサとか シゲンに かずがサユウされる。ジブ

ンのこづかいをひきざんするというのは つらいが、ベツのものを たしざんするためにし

かたなかったりする。

　

ロクジュウハチ

　

ひとのドリョクっていうのは、それをみるひとがドリョクをしたことがなければわから

ないのだろうとおもう。ドリョクして、あたらしいキョウチにタッするということもあ

るだろう。ただそのあいだのドリョクというのは、ひとによくおもわれなかったりする。

まえのようにやってればいいのに とか。でも そのドリョクがみのると やっぱりすごい

となる。「コケツにはいらずんば コジをえず。」である。

　

ロクジュウキュウ

　

コンキのふゆはダントウだといっていた。たしかにそんなゆきもふらなかった。イッカ

イつもったが、まぁそれほどでもなかった。ケッキョクコンキは ゆきおろしをしないよ

うではないか（●ジュウヨン）。ゆきおろしヨウのフクもコウニュウしたが、まぁコンキ

はデバンがないかもしれない。きのうもちょっとふっていたがすぐとけてしまった。

　

ナナジュウ

　

「はるイチバン」というが、どのかぜにそうなづけるのか というのは むずかしいとおも

う。にたようにふいたりするからだ。だから おもいきって つけてしまえともおもうが、

そうもいかないのだろうか。

　

ナナジュウイチ
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サンネンまえに、ショクジのエイヨウのベンキョウをした。ベンキョウといってもドク

ガクであるが。たまごがタンパクシツをどのくらいふくんでいて、なにかが シシツがお

おいというようなはなしである。だから、そのゴ、エイヨウにきをつけたショクジをつ

くるようになったが、おふくろにはフヒョウであった。「そんなにたべたくない。」とい

われてしまった。エイヨウをとったホウがいいようだけど、ほかのリユウもあるのだろ

う。「たべたくない。」じゃしょうがない。たしかに そんなに うごかなければ、エイヨ

ウはショウヒされないともおもう。それから わたしはわたしでショクジをするようにし

た。でも、ねむれないとかそういうコンナンがあったら、イッカイダンジキをするとす

んなりねむれたケイケンがある。エイヨウぎれで ねるというのもひとつのセンタクシだ

ろう。

　

ナナジュウニ

　

チュウカケンのショウガツは「キュウレキ」のである。バクチクをよくならす（そこで

ジュウゲキジケンがおこってもわからない）が、ニホンではうたばんぐみがおわったあ

との かねのおとであろうか。はつもうで といいひとが ジンジャやジインにむかう。そ

んなに シンジンぶかいのかはわからないが まぁ そうする。それも どこかのユウエンチ

や「おいしい」リョウリヤにならぶのと おなじようにヘイキでイチジカン、ニジカンな

らんでいるからすごい。さむいなかをだ。こむジカンをさけていけばそんなことをしな

くてよいのだろうが、やっぱりならぶのがいつものことのようだ。ゴガツのレンキュウ

もそうだ。ずらしていけばそんなにこみあわないのだろうが。ツウキンデンシャもそう

である。しごとにいくのとおなじくらい ダイジなことがらなのだろう。

　

ナナジュウサン

　

わたしがわかかったころは、きどってまぁまぁのさけをのんだ。たとえばウィスキーの

ジュウニネンものとかである。しかし、しごとをやるようになってからさけのトウキュ

ウをおとした。どちらかというと「リョウ」が ヒツヨウになったからだ。ようするに

チューハイをのむみたいなはなしである。ウィスキーなどにこおりをいれてのんだジキ

もあったが、それから そのままにかわり、いまではみずでわってのむことがおおい。ジ

ブンなりのスタイルができたといってもいいのだろうか。

まえに「ゆずスイ」のはなしをした（●ジュウサン、ヨンジュウロク、『ア』ニジュウハ

チ）が、それでウィスキーをわってのむとおいしい。まぁカクテルといえなくもないが

それはそうと フマンなくのめる。もうすぐはるであるがまだゆずがそこそこある。「ゆ

ずスイ」もおいしいし、「ゆずわり」もおいしいからまだ たのしみはつづく。

　

ナナジュウヨン
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なぜガッシュウコクのひとたちが「ショウヒ」のケンインヤクとされるのか。それはタ

ブン ガッシュウコクのひとのいえがおおきいからである（ここではブツリテキにおおき

いといっている。）。だから、ガッシュウコクのひととくらべてニホンジンのショウヒが

すくない（ショウヒがのびなやんでいる）というのはやむをえないことだろうとおもう。

ニホンジンのいえは「ちいさい」といわれるし、いえのおおきさのハンイでしかものは

シュウノウできないからだ。そういうわけだから、「ものがうれない」というのをなげく

のだったら、「おおきな」いえをたてることにキョウリョクしたホウがいい。

　

ナナジュウゴ

　

ニンゲンは キホンテキにコタイとエキタイでできている。「ほね」なんかはコタイだし、

「ち」はエキタイというぐあいにである。では、キタイでできたニンゲンだったらどうな

るか。いろがつかなければ「トウメイニンゲン」である。まぁキタイだから「キタイニ

ンゲン」にしておくか。カガクハンノウとかエイヨウセッシュができれば セイゾンはカ

ノウだからできなくもないようにおもえる。いつものように、ニクやヤサイをたべてし

まうと、いろがあらわれてしまうからコタイとエキタイのニンゲンに いやがらせをされ

てしまいそうだ。だからトウメイなエイヨウザイを セッシュするようだろう。エイヨウ

のジュンカンもトウメイな キタイでおこなえばまぁセイゾンできるんじゃないかと。た

だ、ニンゲンとうまくやっていけるかがモンダイかもしれない。

　

ナナジュウロク

　

わたしがわかいころは「したぎ」でよくまちをあるいた。「したぎ」というのは「ティ

シャツ」である（●ニジュウヨン）。ウンドウをしていたせいもあってよくきていた。フ

ツウのシャツにあこがれたが、なかなかたかくてかえなかった。たしかに ガクセイヨウ

やロウドウシャヨウのシャツはやすくうられていたが、「ガクセイ」でも「ロウドウシャ」

でもなかったのでかわなかった。オウシュウセイのはニマンはした。だから、「したぎ」

をかってしまう。

いまでも「したぎ」であるいているひとがいる。「イショク たつて エイジョクをしる。」

という。「イショク」とは きるものとたべるものである。「エイジョク」とは メイヨとは

じである。それがいうには、「イショク」がたりないうちは「はずかしい」とはおもわな

い。つまり、「したぎ」でセイカツしているうちは、「したぎ」すがたでまちをあるくこと

は「はじ」と おもわないのである。だから、「イショク」をたりるようにしたほうが「は

じ」をしるようになるが、まだ「イショク」はたりていないのであろう。

ジーンズもよくないといわれたことがある。サギョウギだからレイをかくというリユウ

だ。だが、わたしがわかかったころの わかものはこぞってジーンズをかっていたきがす

る。しかし、そういうわかもののタイコウブンカはサイキンかげをひそめたようにもみ
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える。わたしもジーンズははかなくなった。

　

ナナジュウシチ

　

ふゆのあいだに、ニラがかれてしまった（●ニジュウニ）。そのまえにたねをつけていた

ので、まぁダイがわりなのだろうとおもった。そして、いまごろになってめがはえてき

た。しかし、ベツのところにはえているニラをみると、そのニラは ふゆをこしてあおあ

おとしている。ショクブツのツゴウなんだろうが、それなりにちがいがあるものである。

ダイがわりしたニラはおやじがうえたらしい。イッポウ、ふゆをこしたニラはわからな

い。ひょっとしたらヤセイのニラかもしれない。これは カセツであるが、ヤセイのニラ

のホウがつよいといえるのではないだろうか。しかし、なにかがちがうのかもしれない。

　

ナナジュウハチ

　

おおきなジシンがあってからゴネンになる。あのジシンはおおきかった。シンゲンにち

かいホウではそのあとのつなみが きつかったのだろうけど。あのあとすぐにコンビニに

いったら、ショウヒンがサンランしていた。だが、しなぎれはなかった。ところがつぎ

のひに いってみると、パンなどが しなぎれしていた。やっぱりあるかもしれないつぎの

ジシンに そなえてかうのだろう。あれイライ、もちだしヨウバッグをつくって、みずや

ショクリョウなどをいれている。やっぱり むずかしいのはみずだろうか。ひとりイチニ

チ ニリットルのんだらもちだしヨウのものはすぐに からになってしまう。だから、そと

にみずをためておく はこをもうけた。

　

ナナジュウキュウ

　

「ヘイワ」というのは、ちいさくはあったかもしれないが、おおきくはなかったかもしれ

ない。いまでも、どこかとどこかがどこかであらそっている。ニンゲンが センソウジョ

ウタイをキソにしているとすれば、ヘイワは ニンゲンが シンカしないとタッセイできな

い。つまり、あたらしいノウ（あたま［●『ア』ヒャクサンジュウハチ、ヒャクキュウ

ジュウハチ］）をハッタツさせなければヘイワはタッセイできないだろう。そのあたらし

いノウをハッタツさせたひとがふえていくと、だんだんヘイワになっていく。でも、そ

の「ヘイワ」はシンカのケッカタッセイされるあたらしいものだから、ジュウライの「ヘ

イワ」とよべるかは ギモンだ。まぁかりに「あたらしい ヘイワ」にしとくか。

　

ハチジュウ
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むかしは ハダシは ニホンジンのセイソウであったという（やなぎだくにおシ）。それが、

タビをはいたり、ゲタをはくようになったという。そもそもしごとがこめさくや なんだ

で、はきものというのがあわなかったのだとおもう。イッカイイッカイはきものを あら

うようじゃたいへんだ。ところが、メイジにはいって ゲタがフキュウしたという。それ

をはいて いなさくはかんがえづらいから、トシのロウドウシャなどがふえたのだろう。

キソテキなサンギョウから ニジ、サンジサンギョウへとロウドウリョクがイドウしたの

だろうとおもう。「あしをあらう」というが、そのホウがロウドウとしてはまっとうであ

ろう。しかし、「あしをよごさない」というリュウコウになったようだ。そういうオゴリ

がのちのセンソウを ひきよせたとかんがえると いまも また かんがえないといけないと

おもってしまう。

　

ハチジュウイチ

　

むかしのいいブンカというかがうしなわれたりする。もっともソエンになっているから

かもしれないが、わかいセダイには そのよさがわからなかったりする。コンカイの そ

のブンカというのはアンマだ。「シアツ」とか「マッサージ」とかよばれるあれだ。もっ

ともわたしは いままで そういうみせにいったことがない。また わかいころもからだの

コリになやまされたこともない。あえていえば、フロヤのアンマキをつかったくらいだ。

いまのそれはニジュウエンテイドではうごかないとおもうが。

サイキン わたしはかぜをひいて せなかや こしが いたくなった。まぁリュウカン（イン

フルエンザ）では なかったらしいが、そのときはひさしぶりに つらかった。アンマとい

うのは しっていたが、ジブンにそれをすることは メッタに なかった。だれかに やって

もらうものだとコテイテキにおもっていた。しかし、なにげなく、いたいところを ジブ

ンでもんでみると アンガイきもちいい。そのゴ、アンマをおもいだしたのである。ジブ

ンでアンマをすればいいのだ。そのためのドウグもある。いたくなったらいたわってや

ろうとおもう。

　

ハチジュウニ

そういえば、こどものころ ニジュウエンでジョウゲにうごく のりものがあった。さいき

んそういうのをみないきがする。デパートの オクジョウとかにあったとおもう。テレビ

ゲームの ニンキからか そういうゲームにとってかわられたのかもしれない。そういうふ

るい、よいものがとってかわられてしまうのは かなしい。たしかに わたしもテレビゲー

ムを よくしていた。ゲームやにいってやってもいた。いまかんがえると ばからしいとも

おもうのだがやっていた。あれは ソウサできる ドラマとでもいおうか、ソウサするなに

かを のぞましいホウコウに むけていくというあそびだ。それなら、ラジコン（うごくく

るまのモケイ）をやったホウがおもしろいとおもうのだが、まぁ、よくやっていた。タ

ブン、テレビゲームは、そのバメンというかカンキョウを かえながら ソウサできるので

リョコウみたいでおもしろいのだろう。
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ハチジュウサン

はる。そういえば そういう ひだったとあるホウソウキョクのジンジイドウをみる。さく

らもさいたといううわさばなしをきく。ニラが めをだしはじめていたので まぁ はるか

とおもっていた（●ニジュウニ、ナナジュウシチ）。それから トオカほどたって、ジャガ

イモがはえはじめたのをみつけた。ニラもはなをさかせている。ここサンネンのあいだ、

ほとんどてをつけなかったのでねづいたのかもしれない。すこしずつはえるリョウイキ

がふえてきた。まぁ、いわゆるザッソウよりはましだとおもう。ジャガイモのうえこみ

をした。ジャガイモはショウリョウながらも おととし、キョネンととれている。だから、

わりときがるに うえられる。ことしは なえものにもチョウセンしようかとおもうが。

　

ハチジュウヨン

　

なぜ セイヨウの コテンオンガクでうたうカシュは そのからだに ニクをたくわえている

か。ちょっとまえにきづいたのだが、それはナイゾウからこえをだすからであろう。あ

るカシュのうたをきいていたらナイゾウからの おとというのをかんじた。よく、「はらか

らこえをだせ」といわれるが、そのはらがおおきいほど オンリョウがでるのであろう。

　

ハチジュウゴ

　

ジュウネン、ニジュウネンまえは、くるまのステレオソウチでオンガクをならして、テ

イオンのバスドラムのおとを まわりにひびかせていたひとが イッテイスウいた。イチ

ニチ あるけば ニ、サンダイそういうくるまに であったとおもう。しかし、サイキンは

そういうくるまにであわない。フケイキだからであろうか。もっともシィディも うれな

くなったというし。たしかに おおもののカシュのシィディも ちかくのみせで おかなく

なったりしている。あるのははやりものの シィディだ。

イッタイ シィディをかう コウバイリョクは いまなににばけているのだろうか。ヤチン

や こどものキョウイクヒにばけているなら まぁまっとうだ。サイキンのわかものはくる

まをかわないというから、それで、そういうおとをならすくるまがへっているわけだ。

　

ハチジュウロク

　

「バドミントン」というキョウギがある。わかいときはきにならなかったが、「バド」と

はショクブツのわかいめだろう。「ミントン」とはなにかとかんがえる。「ミント（ハッ

カ）」ではないか。ようするにハッカのなえをうちあっていたのでは、とおもう。それが

あぶらからできた「なえ」もどきをうつように なったと。ちょっと ハッカがかわいそう
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な きがするがそんなところではないか。

　

ハチジュウシチ

　

シィディもうれなくなったがホンもうれなくなったという。それもまぁわかるきがする。

ホンやのかずがへったからだ。わかいころにまちにあった ふるホンやは そのホンのテ

イカのハンガクぐらいでうっていたが、（セイレキ）ニセンネンごろに かずをふやした

ふるホンやはテイカに かかわらず、ヒャクエンとかで ホンをうっていたりした。いま

でもそうなのだが、ヒャクエンだと たとえばセンゴヒャクエンのホンをかうかわりに、

ジュウゴサツホンがかえてしまう。なぜ、あるふるホンがヒャクエンで、ほかのふるホン

がヒャクエンじゃないのかはよくわからないが、シジョウのゲンリなのだろう。でもそ

のおかげで、わたしはヒャクサツちかくおおくホンをよめただろうか。ふつうにかうと

ジュウゴマンエンなり。ふつうのふるホンやでもナナマンエンなりである。まぁ そのブ

ン シィディをそのみせにうったりしたが（ゴジュウまいはだしたであろうか。）、それも

テイカでかんがえるとジュウゴマンエンなりである。で、そのシィディをゴヒャクエン

くらいでうっているのだから、まぁそういうのをかえば、たしかにシンピンのシィディ

やホンがうれなくなるのであろう。

オンラインのホンやのソンザイもおおきい。いろいろなホンのなかからジョウケンをシ

テイして ケンサクしてほしいホンをみつけられる。ホンやでホンをさがすよりはやいか

もしれない。そのケンサクをすると、すきなチョシャがむかしだしたホンや（でていた

にもかかわらず）ソンザイをしらなかったホンに であえるからベンリだ。

ところで、シィディのヒョウシをみて シィディを えらんでかうことをジャケットがい

というが、シィディのばあい それで このみのものにあたることは ケッコウある。ただ、

ホンのばあいは ジャケットがいをやったことがない。だいたい ホンやではためしよみが

できるからだ。しかし、そういうことができる ホンやそのものがすくなくなった。わた

しのいえのちかくでも、イッケンできて、ニケンヘイテンした。シィディやもサンケン

できてロッケンヘイテンした。おおてのシィディやばかりになった。そういうところだ

と、コセイテキなシィディはあつかわないので、あまりおもしろみがない。まだイッケ

ン、コセイテキなシィディをあつかうみせがあるからいいが。でもオンラインでかうこ

とがふえた。ヨウガクのばあいだとカシのホンヤクがついただけでチョクユニュウもの

よりセンエンたかくなる。それはちょっとバカバカしい。エイゴがよめれば、ニホンバ

ンよりヨンジュッパーセントやすくたのしめるのである。それならと エイゴをベンキョ

ウするリユウがある。

　

ハチジュウハチ

　

ビーダマを なにかのまわりでシュウカイ（まわる）させようとすると、タイヘンなエネ

ルギーがヒツヨウであろう。デンキでうごくくるまをつけてまわす ではいけない。その
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ものを まわすのだ。チエシャならもっといいアンをかんがえるかもしれないが、タブン

センタクキのようなところにいれてしまえば、まわりつづけることができるだろう。そ

れだって ケッコウなエネルギーだが。つまり、あるクウイキがまわっているというかん

がえかたをすれば、チキュウのコウテン（レヴォリューション）をセツメイできる（チ

キュウが「まわっている」のではなくて、クウイキが「まわる」とかんがえる。これがわ

たしのゼンチョ『アルクカラカンガエル』でとなえたクウカイロンである。ダイニテン

ドウセツといえるかもしれない。●『ア』ヒャクロクジュウサン）。このばあい、「セン

タクキのカイテンリョク」、もっといえば、「モーターのカイテンリョク」がわたしのい

う「うずまきリョク」である。チドウセツ（ビーダマはうごく）、テンドウセツ（クウイ

キがうごく）でもある。

チキュウがコウテンするのはセツメイできるが、「うずまきリョク」とはなにかという

のがまだセツメイできていない。タイヨウが それほどのエネルギーをもつのかというの

は、ビーダマをまわすジッケンをすればわかるが、ソウトウなエネルギーだとおもう。

　

ハチジュウキュウ

　

いすのせもたれはありがたい。トクにこしがいたかったりすると。いたくなくても より

かかれば ラクである。だれがせもたれを つけたのかはわからないが、あるカテイ（ソウ

テイ）からいうと、ごくまっとうである。それは、ニンゲンはまえにむかって いきをは

き、はらでわらうからだ。もし、ニンゲンがコウトウブで いきをはき、せなかでわらっ

ていたら、タブン まえがわにつまり はらもたれになったはずである。まえにいきをはけ

ば、ハンドウでうしろにジュウシンがうごく。だから、くちのハンタイがわに「もたれ」

がつくはずなのだ（ジッサイにそうなっている）。はらもたれがついているいすというの

は、みかけないから、むかしのひとも くちはまえにあり、はらでわらっていたというこ

とだ。すくなくとも「せもたれつきの いす」ができてから ニンゲンはそうかわっていな

いはずだ。

　

キュウジュウ

　

「シャカイテキ」な「クウカン」というのをかんがえる。もし、だれかが「はしら」だと

すると、サイテイサンニンの「はしら」があれば、「シャカイクウカン（シャカイカンケ

イクウカン）」ができる。うえにやねをつければ「いえ」になるということだ。もし、「グ

ローバルカ」がホントウだとすると、うみをこえていえができていることになる（いえ

のなかに うみのイチブがある）。それをタッセイしようとおもったら、「はしら」のキョ

ウドがヒツヨウだし、ソウトウなたかさもなければできない（チキュウのハンタイガワ

ならフカノウだ。）。やねのシザイもヒツヨウだから、むずかしいコウジといわざるをえ

ない。

そういうカテイからいうと、グローバルカは（おなじキジュン［このレイのばあい〈カク
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ン〉とでもいおうか］でセイカツするのは）コンナンといえるのではないだろうか。つ

まり、おたがいにはなしあえはするけど、おなじホウリツ、シホウなどをテキヨウする

のはむずかしいと。

　

キュウジュウイチ

　

わたしがこどもだったころは、あまり「オレンジジュース」にめぐりあわなかった。か

わりにあったのが、「オレンジフウ」インリョウと、イチワリとかニワリとかの「オレン

ジ」セイブンがふくまれたインリョウだ。サイキンは、ほんものの「オレンジジュース」

がふえて、そういう「オレンジフウ」インリョウのホウがみられなくなった。それだけ

「ゆたか」になったのであろうが、そういうクフウのあじもいいとおもう。

　

キュウジュウニ

　

ニホンジンは、くじらもたべるが、うまもたべる。むかしチュウゴクで、シンのオウ（セ

イカクにいうとそうでない）が となりのくにのグンにかこまれた。そこで、シンのショ

ウグンがヘイに よいうまを ころしてたべさせた。それでちからをつけたヘイが、オウの

キュウエンにかけつけ、オウをたすけたという。たすけられたオウも、よいうまをうし

なったが、それをつみにせず、かえってそれらのヘイに さけをあたえたという。つみに

とうほどのジュウヨウなシゲンだったがである。だから、うまをくうニホンジンはソウ

トウな しごとができなくてはならない。

　

キュウジュウサン

　

タイワンのトウブに、ダイリセキをサンシュツするチイキがある。イゼンにわたしがお

とずれたときに、ダイリセキでできたさいころをかった。ベツにセンソウのあいずでは

ないが、あそびによくつかっていたからおもしろいとおもった。また、ベツのときには

ダイリセキでできた「たまご（モゾウヒン）」をもらった。そのときはなんなのか きにし

なかったが、このまえ そのイミをしった。

それは、（むかしのチュウゴクの）シンのくにのシソ（シコウテイではない。そのソセン）

があるとき とりのたまごが そらからおちてくるのをみて、そのたまごをつかまえてのみ

こんだ。そのご、そのジョセイは こをうんだというセツからきているのだとおもう。そ

のたまごをのんだ ジョセイからナンジュウダイとつづき、やがて チュウゴクをトウイ

ツしたシンというテイコクができる。つまりハンエイのしるしなのだ、とおもう。まぁ、

そういうしるしがあったからかアンガイしごとがはかどっている。
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キュウジュウヨン

　

よく「セイジ」とか「セイジカ」とかいう。なぜ そういうかはレキシ（もしくはカコのジ

ンブツ）からきている。（チュウゴクの）シンのくにのオウジ セイはシンのくにをつぎ、

やがて チュウゴクのほかのくにすべてをほろぼし、コウテイとなのるにいたった。デン

トウテキなオウコクは、シンカのものにリョウドのイチブをあたえるが、シンではグン

ケンセイをとっていた（コウムインがチホウをおさめる）。また、ホウ（リツ）によるト

ウチもおこなっていた。このシンテイコクは、ほろぼされたオウコクがハンランをおこ

したり、イヤク（くすり）やノウギョウなどのショモツをのぞいたほかのショモツをや

きはらったり、シンカのものが にげだしたりするようなキュウクツなテイコクであった

が、ジュウリョウや はかりのタンイをそろえたり、モジをトウイツしたりとそれなりの

ケッカをのこしている。そういう シンのシコウテイ「セイ」のなまえをとって、セイヂ

（セイのチ［トウチ］）というのだろう。ヨウするに、いまでもくにのウンエイの てほん

になっているわけである。

たとえば、グンケンセイやホウチシュギである。だから、チュウゴクとちがうことをし

たければ、「セイジ」ではなくて「ムジ（つとめる、おさめる）」としたり、「セイフ」で

はなくて「ムフ」とかにすればよい。「セイジ」や「セイフ」はそういういわれがあるゆ

えに、バッポンカイカクは むずかしいだろう。

　

キュウジュウゴ

　

シンのくにでは、オウ（オウといったのは、シコウテイがうまれるまえにはじめられた

からである。）がしんだときに、シンカのものやヘイをジュンシ（おってしなせる）させ

たようである。シコウテイのときもやまをほって つくった スイギンのかわやうみをそな

えた はかにしてそれらをつくったショクニンを くちふうじのために おきざりにして や

まのヒョウメンをかためたという。ニホンでも はにわなどが コフンなどからみつかって

いるが、それは「ジュンシ」のかわりなのだろう。

　

キュウジュウロク

　

（バンリの）チョウジョウもシコウテイのジダイにつくられたものである。いまだにの

こっているときく。ヘイワになってしまえば、そういうものはヒツヨウないかもしれな

い。ムダとおもってしまったりする。しかしよくかんがえてみればカンコウシゲンにな

るとおもう。「ヨジョウ」というのはカンコウシゲンになるのだろう。

　

キュウジュウシチ
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「みの（フクのうえにきる）」がメイジになって「ジダイおくれ」になった」と やなぎだ

くにおシ（『メイジタイショウ シ』）はいう。わたしは それがなんだかわかるが そうい

えばジツブツをみたことがない。せいぜい えでみたくらいだ。「あめは ななめにふる」

にもかかわらず、「かさ」がフキュウしていったという。わたしがこどものころ、みのむ

しをみた。サイキンはまったくみないが、そういうリュウコウは むしにもあるのであろ

うか。そういえば、かたつむりもみない。ニンゲンが「みの」をきなくなって、みのむし

の「みの」がないホンタイが「みの」をまとわなくなったのではないか。また、ニンゲン

が「よろい」をきなくなって、かたつむりの「から」のないホンタイが「から」をまとわ

なくなったのではないか。そういうむしのブンカ（といってよいのか）が かわっていっ

ているのではないか。

　

キュウジュウハチ

　

「カクメイ」のことをレヴォリューションといったりする。たしかに「カクメイ」でジ

ショをひくと「レヴォリューション」がでてくる。「～カクメイ」といわれると、「～レ

ヴォリューション」とヤクしてしまいそうだ。しかし、「レヴォリューション」というの

は、チキュウのコウテンのことをさしたりもする。あのタイヨウのまわりをまわるとい

うのをさす。ほかに「ローテーション」ということばもある。これは、ワクセイのジテ

ンをさす。むかしはこれらふたつのことをシュチョウすると、いたいめにあったそうで

ある。つまり、「レヴォリューション」ととなえることは「カクメイテキ」であった。そ

こで、「レヴォリューション」というゴに、「カクメイ」というイがついたのだろう。だ

から、「カクメイ」のことを「レヴォリューション」とヤクさないホウがいいかもしれな

い。なぜなら「コウテン」のことだからだ（「もうわかっている。」といわれるだろう。）。

「コウテン」は「オールウェイス」だろうけど、「カクメイ」が「オールウェイス」では

こまるかもしれない。「セイタイ（セイジ）」があらたまることだからだ。ただ「カイテ

ン」するということだから、いずれはもどるというかんがえかたもできるかもしれない。

そういうかんがえかたをするから、「リュウコウ」や「ケイキ」のジュンカンセツがでて

くるのかもしれない。それと「カクメイ」はベツものだろう。

　

キュウジュウキュウ

　

ジカンがたつと なにかをいいあらわすことばもかわってくる。わたしがこどものころ、

ウンドウカイのオウエンダンなどで「フレー」「フレー」「～ぐみ」などといっていたが、

きがついてみると、それはエイゴであった。「ケンカ」や「カクトウ」をあらわすという。

だから、「たたかえ～ぐみ」というイミなのであろう。たしかにそんなかんじでいってい

た。しかし、むかし（メイジのころとか）はオウエンするにも そうはいわなかったであ

ろう。もっとまえになると、ホントのたたかいになる。なんといっていたかはわからな

い（「きってすてよ。～ぐみ。」とかなんだろうか。サイキンだと「うて。うて。～ぐみ。」

30



になるか）。

たしかに「トンカツ」をたべるなら、「ポーク カットレット」などとエイゴをつかうばめ

んもあるはずだ。でも、「きれ。きれ。～ぐみ。」とかはエイゴをつかわなくても いえそ

うである。ブッソウだからエイゴをつかっていうのだろうか。

ヒャク

　

きがついてみると、ちかごろ「き」のあじをあじわっていないきがする。おひつなどを

つかわないからだろう。たしかにベントウなどで わりばしがついていてそれをつかって

たべることはあるが、はしをなめるのは ブサホウだからあまりあじわえていない。きが

つけば しゃもじもあぶらセイだったりする。まだ カンゼンにうしなわれていないが、そ

ういうサホウも ダイジにしたい。

　

　

　

ヒャクニ

　

「フケイキ」といわれるようになると、「ケイキタイサク」なんていわれはじめる。それ

でグタイテキになにをするかは よくわからないが、なにかにかねをつかうのだろうとお

もう。セイジカの「トッケン」である「キセイカンワ」をしたというはなしはきかない

からだ。ただ、それはケッカをもとめる（られる）ので コウカテキにつかわれるのだと

おもう。

その「コウカ」をはかるのはなにかというと、カクシュトウケイのスウジや、「ケイキ」

というブンガクテキともおもわれるカンネンのチョウサででるスウジだろう。ただ、「ケ

イキタイサク」というと、やっぱり、「ケイキ」のチョウサででるスウジがダイジになっ

てくるのだろう。だから、そのチョウサに カイトウするダンタイや コジンにかねをばら

まけば、「ケイキ」はうわむくだろう。そういうチョウサをでたらめにえらんだ ダンタイ

や コジンにやっているなら、ホントの「ケイキ」がハンエイされたものにちかくなるの

だろうが、チョウサするダンタイや コジンがコテイしているとすると、「ケイキ」がよ

くなったというケッカをしめすためには、そこにかねをつぎこむしかない。そうすれば、

「［ケイキ]はうわむいた」とカイトウされるからである。それをヒハンテキなひとは「リ

ケン」とよぶであろうが。

　

ヒャクサン

　

むしが かぶのはをたべる。わたしが たべてもうまいとおもうのだからナットクである。

あるむしはぶどうがこのみらしい。キョネン よく ぶどうのみにとまっていた。ことし

はキャベツもうえたからであろうか。かぶのははそんなにたべられなかった。かわりに

キャベツが たべられているのであるが。
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ヒャクヨン

　

ひとはなぜ「フロ」にはいるようになったのだろう。わたしがおもうにきもちがよかっ

たのだとおもう。ただ ゲンショのころの「フロ」はいわゆる「フロ」ではないとおもう。

タブン、かわとか みずたまりにはいったのだと。それが あまりに きもちよかったので、

トカイやジブンのいえにも「みずたまり」をつくりだしたのだろう。さらに だれかがみ

ずをあっためるようにしたのだろう。それがいまゲンザイでもつづいている。ただ、み

ずをタクサンつかい、ネンリョウもつかう「ゲンザイケイ」のフロははっきりいってゼ

イタクだ。

レキシをみると、ネンリョウをタクサンつかい、サバクになってしまったチイキもある。

そういうのをまねすることはない。みずにしたってダイジなシゲンだ。なかったらセイ

カツできない。だから わたしは ここのところ フロにつかるのをジセイしている。かね

もちは ゾンブンにフロにはいっていいかもしれないが、そんなにザイサンのないニンゲ

ンはすこしのシゲンでクフウしていかなければならない。だから、（センメンキ）サンバ

イのみずでかみをあらったり、からだをあらったりだ。なつはカネツしなくてもきもち

いいのでヨクソウにはいる。きもちいいからだ。それはナンゼンネンとかわらないのだ

ろう。

　

ヒャクゴ

　

フロは「かわ」や「みずたまり」に ひとがはいってからできたとかいた。そんなきもち

いい「かわ」や「みずたまり」であるが、いまでは いじわるしてはいらないように させ

ているという うわさをきく。たしかに、かわのてまえにサクがはりめぐらされている と

ころがある。そういうところでは、サクをのりこえないと「かわ」にはいれない。まぁ、

ジコをシンパイしているのはわかる。ただ、こどもならともかく おとなはダイジョウブ

だろうともおもう。だから、おとなは、「サク」をのりこえて かわにはいってもいいのだ

ろうとおもう。しかし、なんとなく、「サク」をのりこえられない「おとな」からモンク

をいわれそうなきがする。やっぱりかわにはいりたいのだろう。なんかのシカクシケン

などでは、あまりそういうモンクはでていないようだが、「サク」をこえてかわにはいる

という シカクシケンでは モンクがでそうだと。

　

ヒャクロク

　

どうもかんがえてみると、わたしは、チュウショク（ひるごはん）のモンダイをかかえ

ていた。「あさごはんをたべないと～」というはなしをきいたことがあるが、まったく そ

のとおりだと サイキンはおもっている。「ひるごはんをたべないと」やっぱり「～」で
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ある。もっともいまでは なにかをたべるのであるが、キュウショクのあるショウ、チュ

ウガクセイのころは（わたしのばあい そのキカンのおおくがベントウだったが）まとも

であったが、コウコウセイのときに、ジブンでチュウショクをかっていくことにしてい

たら、まもなく、ジュギョウをうけるのがいやになった。ひるに パンと のみものをイ

ンショクし、あまったおかねでシィディをかった。そのおかげでオンガクにはくわしく

なったが、コウコウセイのキョウカショにはくわしくならなかった。

「パン」でもいきられるが、エイヨウをかんがえると「ジュウブン」ではない。ベンキョ

ウをしたかったら、ひるはガクショクでおやこドンやカツドンをたべればよいだろうが、

トウジのわたしにはそういうチエがなかった。まぁ、コウコウセイのころは、そういう

「ショク」と「セイカツ」についてまなんだとおもえば わるくはないとおもう。キャッ

カンテキにいえばエイヨウブソクでどこまでやれるかのジッケンであるが。「めし」は、

「めす」という「よぶこと」をあらわすゴからきているから、ジブンがひとりでかってき

てたべるのにそういうのは どうかであるが、ショクジはダイジだとおもう。

ヒャクシチ

　

「キン」というエイゴは、キンシンシャ、エンジャをあらわす。このことばがヘンカする

とどうだろう。「グ」をつけると「オウ」。「クイーン」とのばしギミにいうと「ジョウオ

ウ」である。だからわたしは、これらはドウルイゴとおもっている。つまり、「ドウゾク」

のためのヤクショクとしての「オウ」とか「ジョウオウ」だと。

しかし、ベツのみかたもある。じつはラテンゴにはゴクのはじめに「ケー（アルファベッ

トのジュウイチバンメ）」のつくゴはほとんどない。だから、そのクウハクの「リョウイ

キ」をカイハツしていったとするみかたである。だから、そのアイデンティティ（ショ

ウメイ）として、「ケー」というジをつかったヤクショクがすえられると。もっともどこ

のくにのひとが「ケー」というジのつくタンゴを おおくつくったかはわからないが。

ヒャクハチ

　

このまえドウロコウジをしているのをみかけた。タブン、ギョウセイがフタンするので

あろう。たしかにジーディピーをあげるためにはドウロはヒツヨウだ（●『ア』ニヒャ

クサンジュウイチ）。ドウロをいいジョウタイに しておけば、ジーディピーは あがりや

すい（なぜならショウヒンがはやくとどき、とりひきがカソクされるからだ。）。でも、

デンシツウシンにゼイキンをトウニュウしたとはきかないから、ギョウセイはゲンブツ

シュギなのだろう。やっぱりいまではとりひきに デンシツウシンをつかうから、それを

エンカツにおこなえるようにすれば、ゲンブツのうごきはともかくジーディピーはあが

る。まぁ、ゲンブツがダイジだからいいが。

　

ヒャクキュウ

ドーナッツとよばれるたべものがある。こむぎをねったキジと きのみというタンゴのケ

ツゴウである（●ジュウイチ）。だからといって、「きのみのかたちをしていない」とか

「きのみが はいっていない」とかおこってはいけない。「ナッツ」には ダイコウブツとい
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うイがあるからだ。おもしろいのが、フロイドセンセイテキないいかたかもしれないが、

クウシンエンケイとかボウがねじれたかたちとかがおおい。やっぱり（というか）そう

いうのが「だいすき」なようである。

　

ヒャクジュウ

　

むくどりがことしもやってきた（●『ア』ゴジュウシチ）。やっぱり いえのとぶくろにす

をつくりたいようで、とぶくろをみにきた。まぁ、カイホウしてもいいのだが、あとで

かたづけるのがメンドくさいとおもう。もうすこし わたしがかたづけるのがうまくなっ

てからともおもう。

　

ヒャクジュウイチ

　

きょうもジーディピーがうごく（●ヒャクハチ）。なんでもジーディピーをニワリゾウ

カさせようというのがセイフのモクヒョウらしい。ということは、いままでよりもニ

ジュッパーセント うごかすソクドをあげて、あいたジカンで やっぱりやりとりすれば

ジーディピーはあがる。ただ、ヨユウができても、やりとりするとはかぎらない。チョ

チクするというセンタクシがあるからだ。

じゃ、ジーディピーは あがらないのか。ひとつホウホウがある。ツウカにショウヒキゲ

ンをつけてしまうのである。そうするとつかうしかないので、ジーディピーはあがると

おもわれる。ただ、そうすると、ショウヒキゲンがないツウカにかえてつかいはじめる

だろうからコウカはゲンテイテキだ。やっぱり、ニジュッパーセントおおくはたらかな

ければなのだろうか。

　

ヒャクジュウニ

　

ことしも「みずブソク」といっている。みずのセツヤクをかんがえたのは、ニネンまえ

になるが（●『ア』ジュウ、ニジュウサン）、やっぱりそれはダイジなようだ。ベンジョ

にながすのを サンカイにイッカイとかゴカイにイッカイにしたりセイカツハイスイでな

がしたり。イチバンタイセツなのはノウギョウだ。そういうドリョクをして ノウギョウ

にまわす。こめもみずがなければたけない。ショウリョウなら、うみのみずを ロカした

りでつかえるだろうけど、みずをはこぶのがむずかしい。だから、フロとかセンタクと

か ベンジョの つかいかたをクフウするといい。フロのみずはやはり セツヤクすべきだ

ろう。あれイッパイでイッカゲツのセイカツヨウスイが まかなえた。だから マイニチみ

ずをかえるなど ゼイタクなはなしである。
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ヒャクジュウサン

　

ニホンはみずのモンダイをかかえているといえる。みずブソクだから そういうかという

とたしかにそれもあるのだが、いわゆる みずブソクはヘンドウする。そういうことでな

くて、コウゾウテキなみずブソクである。それは、ショクリョウのユニュウにあらわれ

ている。

ショクリョウジキュウリツがちいさくなったといってたびたびはなしになる（●『ア』

ヒャクロク）。ジキュウリツをおおきくするにはノウギョウをするようだ。しかし、みず

ブソクであればノウギョウはできない。だから ゲンジョウでは そうカンタンにジキュ

ウリツはカイゼンしない。つまり、すでにショクリョウをユニュウしなければならない

ほどの コウゾウテキなみずブソクなのである（みずをユニュウしているとかんがえてよ

い。）。だから、みずの ジョウズなリヨウをしないと ジキュウリツがあがらないし、ショ

クリョウのセイサンがガイコクだのみになる。だから、みずをジョウズにつかうのはダ

イジなのだ。

　

ヒャクジュウヨン

　

どこかに コウセイインがいるいえがあったとする。そのだれかが「めしがまずい。うま

いものをくわせろ。」といいだしたとする。そうすると、そのことについてタイオウしな

ければならないだろう。「おかあさんもがんばっているんだ。ガマンしなさい。」と だれ

かがいうかもしれないし、「じゃあ、スイハンキを あたらしいものにかえてみよう。」と

だれかがいうかかもしれない。なにがいいたいかというと、そういう「フマン」がセイ

ジのはじまりではないかということ。

おおむかしも、「そこは わたしのいえのはたけだ。」「いや、わたしのいえのだ。」とあら

そったかもしれない。だから トチのリヨウにかんするとりきめやトウキセイドができた

のだろう。だから、トクにフマンがなければ、それイジョウのセイジはヒツヨウないか

もしれない。ニンゲンのフマンに タイオウしてきたのがセイジである。と。だから、ミ

ンシュシュギかどうかはともかく、「フマン」にうまくタイオウするのがダイジだとおも

う。もっともほんものの「（シンのシコウテイの）セイジ（●キュウジュウヨン）」は、そ

れはほうっておいて ほかのことを（キュウデンをつくったり）するのだろうけど。

　

ヒャクジュウゴ

　

サイキン あまり かたつむりをみない。なめくじはちょこちょこみるのだが。このまえ、

からのない「かたつむり」のようなのをみた。なぜいわゆる「かたつむり」を みないの

か。「から」がサイセイサンされていないのかとおもう。かといって その「から」をわた

しがもっているわけではない。あさりの「かいがら」はてにはいるが、（「から」のない

かたつむりが）「リヨウ」してくれるとはかぎらない。タブン、フツウのかたつむりがも
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つ「から」は、あるセイブンでできている。しかし、サイキンは、（わたしのみるハンイ

ナイではあるが）そのセイブンがすくなくなっているのかもしれない。ニンゲンがセッ

シュしすぎているのか、サイシュしすぎているのかはわからないが、ドチュウにある そ

のセイブンの かずがへってきているということだろう。むかしは、つちに とか ショク

ブツにホウフに ふくまれていたことがスイソクできる。しかし、いまはキチョウになっ

ていると。カセツではあるが、そういうセイブンをかってきて つちに ふくませれば ま

た フツウのかたつむりが みられるようになるのではないか。

　

ヒャクジュウロク

　

ひとつの～といういいかたがある。「～」はなんでもいいのだが、マンジュウとしよう。

「マンジュウをたべていいか。」ときくだれかがいたとする。しかし、マンジュウはフク

スウあったので、「ひとつだけなら」とこたえる。ハイケイにあるジョウケンがわからな

いと、「フクスウ」のことをいっているのだか、「イッコ」のことをいっているのだがわ

からない。だから、「イッコ」とつけくわえるとわかりやすい。そういうのはメンドくさ

いサギョウであるが、つけくわえておくとまちがえないだろう。そういう「イッコ」を

つけないで つうじるというのはソウトウなかがいいのだろう。イッコシャカイをコウセ

イしているかもしれない。

　

ヒャクジュウシチ

なつはあつい。サイキンはクーラーというかレイボウキが フキュウしたようで センプ

ウキをあまりみなくなった。むかしはデンシャのテンジョウについていたものだ。デン

シャのまどをあければかぜがはいってきて すずしいし、それでモンクをいうことはな

かった。

しかし、ハチジュウネンダイのおわりかキュウジュウネンダイのはじめぐらいに レイボ

ウキをつけたデンシャがはしりはじめた。そのころのシャリョウはまどもあけられたと

おぼえている。チカテツでは チジョウにあがるとまどをあけて、チカではレイボウキを

つけるというサホウがあった。しかし、イッタンおぼえたカイラクはやめられないらし

く、いまではレイボウはあたりまえ、さらにまどをあけることができない シャリョウが

ふえてきた。まどをあけるとケッコウすずしいとおもうのだが。そういえば コウリツ

ガッコウにはレイボウキはなかった。それでも モンダイなかったのだが。

　

ヒャクジュウハチ

　

センキュウヒャクハチジュウナナネン、わたしはホンコンにいった。わたしがいったと

いうよりもつれていってもらったのだが。まぁおもしろかった。ホンコンにもユウメイ

ハンバーガーやがあったし、ユウエンチもあった。チュウカリョウリはもちろん、ニホ
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ンリョウリもあった。ザッタなかんじとキンダイテキなかんじがあって キョウミぶか

かった。

ホンコンは、タイリクのはじの キュウリュウチクとしまのホンコントウがあって、その

あいだをフェリーやトンネル、チカテツがはしっていてうみをわたれるようになってい

た。そのチカテツでひとつおもしろいとおもったことがあった。「キカイシキ」のケンバ

イキと「キカイシキ」のカイサツがあったのである。いまではニホンでもあたりまえに

なったが、そのころは「キカイシキ」のケンバイキはあっても「キカイシキ」のカイサツ

はなかった。もっとも コクテツがミンエイカするか、していないときなので、そんなに

コウリツテキなウンヨウはしていなかったのである。そのころは ジョウシャえきでショ

クインに（えきごとにちがうカタをした）はさみをキップにいれてもらって、コウシャ

えきで ショクインに ケンサツをしてもらうというやりかただった。

ところで、そのホンコンのキップはジキシキで、ニホンのテツドウガイシャもつぎつぎ

にその「キカイシキ」のカイサツをドウニュウした。さぞジンインをサクゲンできたこ

とであろう。そのトウジ、エイコクでは、くにのジギョウをミンエイカするセイサクが

とられていたらしいが、トウジのエイコクがトウチしていたホンコンでもそういったク

フウがなされていたわけだ。

　

ヒャクジュウキュウ

　

ホンコンからボートですこしはしっていくと マカオがある（もっともホントウに「マカ

オ」かといわれると わからないが［チズやジーピーエスでカクニンしたわけではない。

そういいはじめると、わたしがいったくにはすべてミカクニンともいえる。ヒコウキに

のっているときに、チズとラシンバンをつかったわけではないからだ。ガッシュウコク

セイのエイガにでてきそうな「セット」であったカノウセイもある。］）。そういわれてい

るところについた。このチクは「カジノ」があるところだ。もっともチクといっても、ト

ウジのホンコンがエイコクにトウチされていたのにタイして、マカオはポルトガルにト

ウチされていたから、それぞれベツのくにだ。わたしはそのころミセイネンであったの

で カジノにははいらなかったが、ステーキをたべたのをおもいだした。そのときはあま

りおいしくない（ほかでいいソースのステーキをたべたことがあったので）とおもって

しまったが、いまかんがえるといいイミで「ソボク」なあじだったんだとおもう。ニホ

ンリョウリにたとえれば「サシミ」のような。もっといえば、そういう ソボクでないと

くにはながつづきしないのかもしれない。いまではそのよさがわかるようになってきた。

　

ヒャクニジュウ

　

シィディがうれなくなったときく。もっとも わたしがちいさかったころはレコードプ

レーヤーもあったし、カセットテープもつかっていた。カラオケをうたうようなところ

ではハチトラックをつかっていた。それからシィディがでてきた。レーザーディスクと
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いうのもあった。

わたしのところで シィディをつかうようになったのがセンキュウヒャクキュウジュウネ

ン。シィディラジカセをかった。やたらでかいフレームにシィディプレイヤーとカセッ

トテープサイセイキふたつがトウサイされていた。トウジはハッセンチメートルのシィ

ディもハツバイされていて、シンキョクをきくにはそういうのをつかっていた。といっ

ても、トウジはレコードテンにテープもあったし、シィディもうっていた。そのうちハッ

センチメートルシィディはハツバイされなくなった。キュウジュウネンダイコウハンだ

とおもう。

わたしはシィディを たなにおさめるようにしたが、ニヒャクマイをこえるとおさまら

なくなってくる。だからというか、ショブンしたりかったりするようになった。チュウ

コシジョウもひろがったし、しなぞろえのよいオンラインショップもできた。それらの

ハッテンとともに まちのシィディやはすくなくなっていった。それらができるまえは、

オチャノミズまでいって、センモンテンにかいにいったものだ。しかし、それをしなく

てもかえるようになったので いまは チュウコシィディややオンラインショップでかっ

ている。

かんがえてみて、なぜ「シィディがうれなくなった」とかというと、ニホンジンのいえの

せまさがそうさせているのだとおもう。いや、「せまく」ないとしても、スウヒャクマイ

のシィディはいえにおけないのである。むかしかったおきにいりのシィディもあるだろ

うし、そういうのをショブンしてまでかいたいかといわれると ギモンである。だから、

うりてはシィディのストックがすくない「わかもの」をねらうのであろうが、デンシハ

ンバイ（オンガクのデータだけハンバイする）でテイカカクカがすすみ、シィディをか

うのはわりだかになっているから（デンシハンバイだとイッキョクヒャクエンから）そ

んなにうれないのであろう。チュウコシィディのソンザイもある。

　

ヒャクニジュウイチ

　

ジユウボウエキジョウヤク（サイキンはエフティエーということがおおいようだが［フ

リートレード トリーティである］）などにノウカはギモンをもっているのだろう。たし

かにカンゼイがなければ、そのしなものがやすくてにはいる。しかしながら、カイガイ

からはいってくるやすいノウサンブツにおされて ノウカが ダゲキをうけていいのかと

もいえる。カイガイから ノウサンブツをユニュウして、コクナイでつくったコウギョウ

セイヒンを ユシュツしていればいいというかんがえかたもある（ショウヒンサクモツを

タリョウにつくって、ショクヨウのサクモツをすこししかつくらないのはよくないと わ

たしがちいさいころにおそわったことがある。）。なんかのリユウで ユニュウができなく

なったらうえじにである。

むかし、あぶらをもとめて ニホングンは トウナンアジアにシンコウした。セキユがサン

シュツされるからだ。セキユがないとふねがうごかない。コウクウキもうごかない。だ

からセンソウをするときめたら、ただちに セキユをもとめて ナンシンした。なぜナン

シンせざるを えなかったか。それは オウベイが ニホンへのユシュツキンシソチをとっ
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たからだ。それとおなじように、ショクリョウのユニュウがとまれば、ニホンジンは ま

たセキユのとときとドウヨウに、にしなり みなみなりにシンシュツするようになりかね

ない。

まえのセンソウでは、オウベイジンや シンシュツサキのヘイシが たまをうってニホン

ジンをコウタイさせようとした。しかし、ショクリョウがフソクのばあいはニホンジン

をたおすには「たま」はいらない。ただ くにやジンチをかたくまもっていれば、そのう

ち ニホンジンはうえてたおれていくのだ。ギャクに せめこまれても うえがあってはま

もりきれない。ショクリョウジキュウリツ（●ヒャクジュウサン、『ア』ヒャクロク）が

ヨンわりといわれている。だからゲンジョウでは、そういうジョウキョウになってもヨ

ンわりは いきのこる。それでも、コクナイセイサンをギセイにしてユニュウしろという

のか。むかしは まかなえていたはずである。

　

ヒャクニジュウニ

　

ケイザイのことをかたるとき、とめるものから まずしいものにと「とみ」がこぼれる と

いうことをいう。それは なくはないとおもうがむずかしいとおもう。ゲームセンターに

コインをいれて、そのコインのアツリョクで ほかのコインをおとしよりおおくのコイン

をカクトクするというゲームをゴゾンジだろうか。なかにはジョウズな（トウシガクよ

りもカクトクガクのホウがおおい）ひともいらっしゃるだろう。だが、タイテイのひと

は、トウシガクのホウが、カクトクガクよりもおおきくなってしまう。

ジッサイのゲームでそうなんだから、「とみ」がこぼれることをキタイしても、「とみ」

のイチブがとどくまえに おおかたの「とみ」はだれかにぬかれてしまうのだろう。あの

ゲームは ニンゲンシャカイのホンシツを おしえてくれたとおもう。ほかにケイヒンを

つりあげるゲームもあった。やっぱり これも「とみ」がぬかれるようだ。だから「さか

なつり」のホウがいいかといえば、「ギョギョウケン」がどうのとやっぱりぬかれるので

ある。

　

ヒャクニジュウサン

「トイレ」というと、「ベンジョ」だったりするが、フランスゴでそういうと「ぬの」のこ

とをさす。カンゼンにハツオンすると、「トイレット」となるがどちらかというと「トワ

レ（ット）」というらしい。それでも「イショウ」とか「イショウをなおすところ」のイ

だ。そうなってくると「ケショウシツ」だの「おてあらい」だのどういうことかわかっ

てくる。だから、トイレットペーパーというとケショウシとなる。ケショウシというわ

りには なんだかイメージがわるいようだが。

　

ヒャクニジュウヨン
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「めし」というと「ごはん」をさしたりする。タブン、「めす」というゴをカツヨウして

（ゴダンカツヨウ）「めし」なんだろう（●ヒャクロク）。ほかにも「メス」とエイゴでい

うとイッショクというイミがある。そんなこともあって、ゾクっぽい「めし」というい

いかたはなくならないかもしれない。

ついでにいうと、「メッセージ」ということばも「メス」のハセイである。だからただし

い「メッセージ」というのは「ごはん」のときに、とか「ごはん」でなにをたべたか、な

にによって「ごはん」にありついたかなどをさすのだろう。その「ごはん」のときに「デ

ンゴン」することがおおかったのだろう。そういうイがつよくなったとおもわれる。

　

ヒャクニジュウゴ

　

「イライラ」するなどという。ドキがこみあげている というようなヒョウゲンだ。でも

これもインテリ（「インテリ」はインテリジェントだろう。）がいいだしたことばだろう。

「イラ」というのはラテンゴで「いかり」をさす。つまり、「いかりいかりする」わけだ

（「カリカリ」するということばもあるが、それは「（い）かり（い）かり」するというか

んがえられたことばかもしれない。）。くりかえしていうのだから、その「いかり」のど

あいはつよそうだが、わりとしずかな いかりにつかわれるようにおもう。

　

ヒャクニジュウロク

　

みずブソクはつづく（●ヒャクジュウニ、ヒャクジュウサン）。もうサンネンもそんな

かんじだから、マンセイテキなみずブソクなんだろう。ショクリョウをユニュウするリ

ユウがわかった。カカクキョウソウでコクナイサンのノウサクモツが まけてしまうから

ユニュウは ほどほどにというが、カカクキョウソウのまえに、みずがたりないからゾウ

サンできないのだろう。ホンキでジキュウリツをあげたきゃ、やすくみずをてにいれる

か、うまくつかうようドリョクするヒツヨウがある。カイスイをタンスイカ（しおぬき）

するギジュツがあるが、ユソウにてまどるからそうおおくはつかえないだろう。わたし

は、ユニュウうんぬんはともかくとして（しかし、いえにひきこんでいるというテンで

ユニュウである）、ドリョクしている。ベンジョはむかしはくみとりシキだったので み

ずをほとんどつかわなかった。くみとりにもどすのはカンタンではないので、ながすカ

イスウをへらしている。ダイベンヨウとショウベンヨウのレバーがベンジョのチョスイ

ソウについていたが サイキンはそれをみかけなくなった。そういうドリョクははやらな

いのだろう。イッテイのリョウがながれるようになっている。

ちょっとにおうが、サンカイにイッカイながすようにすれば、つかうみずのリョウはサン

ブンのイチになる。もっともイチニチにジュッカイテイドなら、ながれるみずのリョウ

をジュッタンイとして、イチニチヒャクタンイのところ サンジュッタンイほどになる。

フロもつからないであらうだけにすれば、ジュッタンイでたりる。ヨクソウにみずをい

れるとヒャクタンイはこえる。ベンジョとフロでヨンジュッタンイのところをヒャクサ
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ンジュッタンイになってしまう。それはゼイタクだ。センタクもまとめてすれば、イチ

ニチジュッタンイのみずでたりるだろう。まぁ あとさらあらいなどだが、それもジュッ

タンイですませればイチニチヒャクタンイもつかわない。そのくらいのドリョクをして

いる。

　

ヒャクニジュウシチ

　

はらがへるとしごとにシショウがでる。だから ショクジをして ホキュウする。たべすぎ

るとふとるが、あまりたべないと やせる。ショクジがタショウたりなくてもしごとはつ

づけられるだろう。ガマンとかそういうはなしだ。しかし、それがスウネンつづけばキ

ケンではないか。むかしのニホンはヨネンカンセンソウをしたことがある。ヨネンカン

センソウをしたというか、ヨネンしかもたなかったということではないか。センソウの

まえ、ニホンジンはそれなりにロウドウもセイカツもしていたのだろう。つまりケンコ

ウであったはずだ。

しかし、セキユのユニュウがあぶなくなるとカイガイにうってでた（●ヒャクニジュウ

イチ）。それからはセンソウである。センソウははげしいロウドウだからショクリョウが

タクサンヒツヨウだろう。テキとなったガッシュウコクはかたてまにセンソウをやって

いたようでもあるが、くらべてニホンでは、わかものをグンにチョウヨウしたり、シゲン

をテイキョウさせたりとソウリョクセンみたいなことをしていたとおもえる。それはガ

マンをキョウヨウしただろう。しかし、「ガマン」だけでつづくものではない。センキュ

ウヒャクヨンジュウゴネンなつにはまけをみとめることとなった。センキュウヒャクヨ

ンジュウイチネンからヨネンである。

そういうレキシから、ニホンジンのガマンはヨネンしかつづかないということができる

かもしれない。だから、セイジカがゴネンのガマンをもとめるセイサクをシュチョウし

たらそれはジツゲンがコンナンであるということだ。

ヒャクニジュウハチ

　

わたしはガクセイジダイにジャガイモをあげたカシを つまみにのむことをおぼえた。

イッカイソツギョウしよう（わたしとしてはである）とおもったが、サイキンでもつづ

けている。でも、そのセイブンには「シシツ（あぶら）」がおおいことにきづいた。つま

り フツウのショクジイガイに それをたべていればふとるということである。また、し

ごとがいそがしいことをコウジツに、ヨウキつきのチュウカメンをたべていた。これも

えらばなければ シシツがおおいのにである。やっぱりふとるのである。だから、ジャガ

イモガシでのむのではなく、さきいかでのんだホウがいいし、ヨウキつきのチュウカそ

ばでなくて、ごはんとつけもののホウがいいとなる。むかしは そんなことはあたりまえ

だったろうが、きがついてみるとそういうセイカツになっていた。

ニホンショクは ケンコウテキだといわれるらしいが、そういうショクジになっていな

かったりしている。だから、みなおさなければならない。サイキンのチュウカそばは、あ

ぶらがおおいのもはやっているときくし、ニクも ニホンでは あぶらがおおいものがこの
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まれるときく。わたしは そんなにあぶらがすきなわけではないが、そういうリョウリに

あたることもおおい。だから、ジブンでクフウしなければならないのかもしれない。あ

ぶらブンをにこぼして あじをつけるとか、あぶらのおおいソザイをかわないなどのチュ

ウイがヒツヨウなのだろう。そうしないと ふとってしまうからだ。タブンニホンのコウ

ドケイザイセイチョウは、「シュフ」がささえたのだ。いまはセンギョウ「シュフ」がす

くないから、ちょっとまえのようなケイザイセイチョウは クフウなしには むずかしいと

おもわれる。

　

ヒャクニジュウキュウ

　

ことしは「オリンピック」があるとしである。きのう、おとといからはじまったようだ。

「はじまったようだ」というのは、わたしがジッサイにカンサツしたわけではないからで

ある。テレビキョクが「なまチュウケイ」しているというが、それがホントウであるか

はわからない。それは、たまにガイコクゴのツウヤクとかでひどいのがあるからである。

ヒャクハチジュウド ちがうことを ホンヤクとしてヒョウジすることがある。テレビキョ

クにも ツゴウがあるからしかたないとかんがえているが、モンクをいうひとはいうのだ

ろう。そんなだから あまり、テレビキョクにはカドなキタイはしていない。「なまチュウ

ケイ」というなら そうなんだろうとおもいみている。

　

ヒャクサンジュウ

　

きのうははじめて「スイキュウ」というのをみた。ズイブンおよぐのだとおもったがそ

こそこおもしろい。そういうのだったら、ヨネンゴに トウキョウでタイカイをやるらし

いから、みにいってもいいとおもった。みにいってもいいなとわたしがおもうのは，ラ

グビー、スイキュウ、テニスなどだ。しかし、チケットはどのくらいのカカクなのかと

おもう。ニ、サンゼンエンでみられるならいいがゴセンエンとなるといきたくなくなる。

テレビでもホウエイするだろうし、おなじジキにはコウコウヤキュウもあるからである。

でも、まぁ わざわざまだつかえそうな「コクリツキョウギジョウ」をこわして、またつ

くりなおそうとしているのだから そんなにやすいとはおもえない。コンカイのタイカイ

のテレビのホウエイヨテイをみていても、テレビキョクは そんなにちからをいれていな

いようなきがする。そうだとすれば、ホウエイケンリョウもそんなにとれないのだろう

から、あかじでウンエイするのだろうと。わたしなんかはいってもいいけど、チケットが

たかければいかないかんじだ。ただ、ツウシンのハッタツで、パソコンでキョウギケッ

カなどをみれるから、テレビのやくわりはへるのだろうとおもった。ジッサイ、テレビ

キョクもちからをいれていないのかもしれない。

　

ヒャクサンジュウイチ
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ゴリンチュウだから、ニホンジンセンシュがとったメダルのかずをホウコクしていたり

する。くにベツでみると、やはりアメリカガッシュウコクが もっとも とったメダルのか

ずがおおい。これはわかるようなきがする。タイコクだから。そしてチュウゴクもおお

い。これもタイコクになってきたからわかる。ジーディピーでいうと このニコクのつぎ

はニホンがあらわれるはずである。しかし、メダルのかずではエイコクがあらわれ、さ

らに ほかのくにがニ、サンあらわれる。ジーディピーは つまるところニンゲンのロウド

ウだから（サイキンはキカイや コンピューターがふえているだろうが）、ジーディピー

が たかいほどいいしごとをしているはずである。だから、ゴリンでも ニホンのセンシュ

はカツヤクしそうなものだ。でも、なぜゴリンでとったメダルのかずがゴイイカなのか。

それは、ニホンのホントウのジーディピーがホウコクされているスウジよりすくないか

らではないか。くわしくいうと、ニホンのホントウのジーディピーはホウコクされてい

るハンブンのスウジテイドで、あとのハンブンは、おかねをひだりからみぎにながして

ムリヤリスウジをあげているのではないかと。そんなだから、ケイキタイサクをしない

とスウジがひどくおちてしまうので それをやめられないのではないか。たてものやドウ

ロをつくるのではなく、ジツはおかねをひだりから みぎにまわすことが ジーディピーを

あげるためカンゲイされているのかもしれない。かりに エイコクのジーディピーがコウ

ヒョウされたスウジよりおおきいとしても、エイコクジンはよくはたらき、ニホンジン

は エイコクジンよりは はたらかないか タンにニホンジンのウンドウノウリョクが ひく

いといえそうだ。

ヒャクサンジュウニ

　

ニホンのチュウガッコウのエイゴのジュギョウでは、「ハロー」ということばをサイショ

のホウにまなぶ。でもエイゴをちょっとしっていれば、そのあぶなさにもきづく。なん

といったって、ジゴクをあらわすゴ（エイチイーエルエル）に「オー」をつけたことば

だ。「ジゴクっぽいな。」「そうだな、ジゴク。」とかのろいことばといってもいい。しか

し、「ジゴク」でなくて､ニバンめのつづりを「エー」でいうこともできる（エイチエー

エルエルオー）。ホンライテキには、そちらがただしいのだろう（どうもセイジンさま

［エイチエーエルエルオーダブリュから］）。それがあそびをくわえて いううちに、「ジゴ

クでおあいしたかたですよね。」というようないいかたができあがったのだろう。それが

「かぼちゃまつり」にもつながる。「ジゴク」なんだからとヘンソウする。しかし、ニホ

ンのチュウガクセイがまなぶのは、そのあそびがくわえられたホウのつづりだ。センソ

ウでまけた うらみなのかわからないが、これでは「コクサイコウリュウ」どころではな

いだろう。

シャシンをとるときの「チーズ」というかけごえもそうだが（●『ア』ヒャクキュウ）、

オウヨウからはいるともとがなんだかわからない。わたしも きづくのにニジュウゴネン

かかった。「チーズ」は「ポース（ニシュルイのつづりがある。）」のオウヨウだ。チュウ

ガクセイにいきなり、「おぉアクユウよ。」といういいかたを おしえてもしょうがないと

おもう。
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ヒャクサンジュウサン

　

ふるホンやはむかしからあるし、レイネンダイのあたりから おおがたのふるホンやもで

きてきた。でも、いわゆる コショというかタイショウイゼンのショモツを あつかってい

るみせはさほどおおくない（カンダにいけばベツだ）。サイキンおもうのが、タッピツで

かかれたモジがよめないとエドイゼンのショモツがよめないということ。ニホンのばあ

い メイジキにインサツギジュツを ドウニュウしたのだろう。いわゆるカツジでかかれた

ものがみられる。しかし、それイゼンのホンはてがきなので、それなりの ケイケンがな

いと よめない。ケンキュウをするにはそういうホンをよめなくてはならないが、ガッコ

ウでタッピツをよむギジュツはあまりおしえられていない。だから、よみやすい カツジ

のホン、ニホンではメイジキイコウのものだとか オウシュウのものだとかに ケンキュウ

がむかっていってしまうのだろう。

　

ヒャクサンジュウヨン

　

なつはあさになるのがはやい。ひるはあついから、レイボウキなどをつかわないと、し

ごとのノウリツがあがらない。はたけしごとは だからあさにする。オクガイまで レイボ

ウはきかないからである。それなら もっとソウチョウから フツウのしごともすれば ノ

ウリツも あがるとおもうがザンネンながら デンシャがうごいていないのでツウキンは

できない。そのイッテンのためにわざわざレイボウをつかってしごとをするようになる。

セキユのショウヒリョウがふえる。それをセツヤクするならやっぱりあさがたのやりか

たにかえたホウがいいとおもうが。あるセンシンコクでは「なつジカン」を ドウニュウ

している。たかがイチジカンらしいがそういうことだとおもう。

　

ヒャクサンジュウゴ

　

どうやら ノウギョウは まめにしごとをしないと シュウカクが あがらないらしい。こと

しは はたけのザッソウをあまりとらなかった。しそがよく はえたのであとでなにかに

とおもったりもした。だが そのために、じゃがいものシュウカクリョウが へってしまっ

た。やっぱり ヨウブンのとりあいなんだろう。ライネンからは ザッソウをとろうとお

もう。

　

ヒャクサンジュウロク

　

「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないから「ビンボウ」なのか、「ビ

ンボウ」だから「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないのかわからな
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い。イッパンテキには「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないこと

と「ビンボウ」なのはカンレン（ヒレイ）するだろう。しかし、これらのどちらがさきに

ハッセイするのかは あまりセツメイされない。

あるひとは「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないから「ビンボウ」

というだろうし、あるひとは、「ビンボウ」は つぎのセダイにケイショウされる（つまり

「ビンボウニン」は「ビンボウ」のままだ）という。だから、「ビンボウ」をカイケツす

るために、「キュウリョウ」をあげようというはなしはよくきく。そうすると、「キュウ

リョウ」があがったから「ビンボウ」ではないというロジックだ。しかし、「ビンボウ」

だから「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくない といういいかたはあ

まりしないし、「キュウリョウ」をあげずに「ビンボウ」をカイケツするようなはなしは

あまりきかない。

わたしがおもうのは、「ビンボウ」なひとは ショクセイカツがまずしくながいロウドウ

ジカンに タイオウできずにいて、したがってキュウリョウがすくなくなってしまう と

いうジョウキョウが ハッセイしているのではないかということ。それをカイケツするの

は ショクセイセイカツをカイゼンするのがいいが、「キュウリョウ」がすくないと、ほか

のセイカツヒもあるから、なかなかカイゼンしにくい。だから、「ビンボウ」と「キュウ

リョウ」がすくないというアクジュンカンがハッセイしてしまう。そこに「キュウリョ

ウ」をあげるようなジョウキョウをつくると、「ビンボウ」なひとの ショクセイカツがカ

イゼンされるカノウセイがでてくる。しかし、そのあがったブンをテレビコウニュウに

つかってしまうと、ショクセイカツはカイゼンされない。だからまた「ロウドウジカン」

がすくないままになる。そうすると、そのひとをコヨウしているキギョウの フタンだけ

がふえる。それがわるいようにつづけば、キギョウのギョウセキがアッカして、サイアク

のばあい トウサンしたり、ジンインサクゲンにふみきって、そのひとは カイコされるか

もしれない。それではその「ビンボウ」なひとはさらに「ビンボウ」になってしまう。だ

から、キュウリョウがあがったブンをそのひとの ショクセイカツのカイゼンにつかわれ

るのなら（ショクセイカツのカイゼン、ロウドウジカンのエンチョウ、キュウリョウの

ジョウショウと）「ビンボウ」なひとの「ビンボウ」のカイゼンにやくだつが、ほかのな

にかに つかってしまうようだとキギョウのフタンばかりがふえる。だから、ひとのリョ

ウシンやリョウシキをしんじないのだったら、タンジュンに「キュウリョウ」をあげる

のは さけるべきだろう。

「ビンボウ」なひとは「ビンボウ」なままだといういいかたもあるが、ニホンジンは セ

ンソウにまけて あまりゆたかでないジョウキョウからセンゴシュッパツした。かならず

しも「ユウフク」になったとはいえないだろうが、それなりにセイチョウしたといわれ

る。チュウゴクも「ゆたか」になってきているという。だから、「ビンボウ」をカイゼン

するのは、やりかたをまちがえなければ カノウだとおもう。

　

ヒャウサンジュウシチ

　

わたしは、サイキン デントウテキなニホンショクの チョウショクから とおざかってい
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たが、ひさしぶりにナットウとたまごをたべた。おもいだしてみると、あとうめぼしと

か（サイキンのベントウは うめぼしがみられなくなった。）、のりとか、たらことか、つ

けものがあったとおもう。チュウイぶかくみると、たまごと たらこは ドウブツのこども

がらみである。こうしたものを むかしは たべていたから ニホンジンのこどものかずが

ふえたのかとおもう。ジカンがあったら、たまごや たらこのシュッカリョウと ニホンジ

ンの こどものかずのソウカンケイスウ（カンレンのつよさ）をケイサンしてみたい。サ

イキンのわかいひとは たべないから「ショウシカ」なんだとおもうのである。

　

ヒャクサンジュウキュウ

　

なぜサバクがあるか。ネンリョウなどに きを きりだしてつかい、それがテッテイテキ

におこなわれ、サバクカしたともいわれる。サバクになってしまったら、そこにすむこ

とはコンナンだ。いってしまえばカイシャのトウサンみたいなものだ。そのトウサンし

たカイシャをたてなおすのは むずかしい。そのカイシャを てばなして ベツのところに

うつりすんだりするだろう。しかし、そんなことばかり やっていたらトウサンしたカイ

シャばかりになってしまう。だから、みどりがたもてるようにセイカツするのがただし

いだろう。また、みどりをサイセイできるならしたホウがいい。

ケイザイが コウチョウかどうかをみるとき、ジーディピーやシツギョウリツばかりをみ

るではなく、そうしたメンをみるのもダイジだろう。いってみれば、イチジテキなセイ

サンリョクをみるのでなく、チョウキテキなケイザイリョクをみるわけだ。サバクカが

シンコウしているとあれば、もうそのくにはもたないだろうなどと。

　

ヒャクヨンジュウ

　

ものは ものなのか。ニチヨウヒンをペットのようにかっているひとはすくないだろう。

それは、いのちでないからと タイテイのひとはいうのではないか。ドウブツは いきてい

る。ショクブツも いきているという。しかし、ニチヨウヒンは そうでないという。だ

が、いのちというのはなんなのか。サイボウがフクセイされる コタイとはいえないか。

もし それでいのちということでよければ、ニチヨウヒンも いのちとよべるだろう。ニチ

ヨウヒンは セッケイズをもとに（セッケイズがないニチヨウヒンもあるかもしれない。）

コウジョウなどでつくられる。ゲンダイでは タイリョウセイサン されることがおおいだ

ろう。それは イデンシにもとづいた サイボウのブンレツといえるかもしれない。ドウブ

ツも ショクブツも シゲンがなければサイボウブンレツは おこなわれないが、ニチヨウ

ヒンもそうだ。コウジョウにシゲンがあつめられるから フクセイされる。フツウのセイ

ブツはそのもののなかに フクセイするキコウをもつとされているが、もし、ニチヨウヒ

ンのフクセイキコウ（コウジョウ）を ガイブにもっていても いのちということができれ

ば いのちではないか。タンジュンにいえば、ニチヨウヒンはコウジョウと セットで い

のちなのである。だから、ロボットも コウジョウとセットで いのちだろう。ビョウイン
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とセットで いのちのニンゲンもいるわけだから、ニチヨウヒンをペットにしてもいいの

だろう。ペットというより かわいがってあげるようだ。

　

ヒャクヨンジュウニ

　

サイキンショウガにチュウモクしている。ショウガやきもあるし、さかなのやきものに

もついていたりする。むかしはそのイミがまったくわからなかったが、じゃがいもをあ

げたカシばっかりたべて シボウを たくわえてしまったせいかよくわかる。さっぱりして

ショクがすすむのである。たべあきたようなリョウリも ショウガをつかってたべること

ができるのではとおもっている。ニホンのショクザイのばあい、わさびやダイコンおろ

しもある。

　

ヒャクヨンジュウサン

　

であいというのはフシギである。そのゴのジンセイをきめてしまったりする。ここでい

う であいとは シィディとのであいである。もっとも わたしのちいさいころにはシィ

ディなんてなかった。いえには レコードプレイヤーとラジカセがあった。おやじが カラ

オケのおとを ながしていたので なんとなくうたをおぼえてしまった。シィディは キュ

ウジュウネンちかくになってみられるようになってきた。

どういうリユウで シィディをかうか。ザッシのショウカイとかテレビにでていたからと

か。はじめはそんなかんじだった。しかし、よりよいのをかおうとすると、ジッサイに

かってみるしかなかったりする。それはシッパイのカノウセイもあるのだが、アンガイ

シッパイしなかった。イッカイシッパイしたテイドである。シィディに ついているえを

みると、ダイタイこのみのものかどうか わかるようである。わたしがチュウガクセイの

とき、それで おおあたりして、いまでも そのアーティストのケイレツを きいている。

　

ヒャクヨンジュウヨン

　

ジンルイシのショキには「アイ」はなかったようにもおもう。「アイ」がなかったという

よりも、「アイ」というコンセプトがなかったんだろう。「アイ」があればセンソウはお

きないかもしれないが、レキシをみると たびたびセンソウがおこっている。トクに、ニ

ジュッセイキのセンソウはおおきかった。だから セカイタイセンなどとよばれる。じゃ

あニジュッセイキの ひとは「アイ」がすくなかったのか。ヘイワなジダイにくらべて「ア

イ」が すくなかったかもしれない。なぜニジュッセイキのひとは「アイ」がすくなかっ

たのか。ジンルイやジンルイの「アイ」は シンポしてもよさそうである。

ひとついえそうなことは、「アイ」を「かね」にかえるようになったのではないかという

こと。いってみればシホンシュギのヘンカである。ウェーバー（ドイツのシャカイガク
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シャ）さんはキンヨクテキにはたらく キリストキョウのカイカクハが シホンシュギを

ハッタツさせたといったが、そのケッカは たしかにシホンシュギをハッタツさせたかも

れないが、そのひとたちが くらすくにはショクミンチをもつようになった（ていた）。そ

こからゴウインなサクシュもしただろう。それなら、キンヨクテキなひとのはたらきと

いうよりも、カクトクした ショクミンチのとみが シホンシュギをゆたかなものにした

んだろう。サクシュがあるようなケイザイタイセイは（そのタイセイをシジするひとは）

「アイ」があるとはいわない。

なぜ ショクミンチで サクシュしなければならなかったか。ひとつはロウドウケイザイの

ヘンカだとおもう。つまり コヨウされるひとの「アイ」、わかりやすくいうと、ジカンを

コヨウシャにあずけ、かわりにかねをうけとるという「アイ」を「かね」にかえるロウド

ウがタスウをしめるようになり、また、そのキギョウタイは、ほかのキョウソウアイテ

ときそうようになっていたのだろう（コジンケイエイのショクもあっただろうが、すく

なくなっていったのではないか。）。そうすると、われさきにとほかのチホウでサンシュ

ツされるケンエキをカクトクするようになるだろう。イッポウ、コジンショウ（ジエイ

ギョウシャ）は「アイ」をたもてていたともおもえる。ロウドウシャをコヨウするキギョ

ウタイのショユウシャはあつめた「アイ」で ゆたかなセイカツをおくったかもしれない

が（だだし、かねは でていった）、ヒコヨウシャは「かね」をうけとるかわりに「アイ」

がすくなくなる。つまりあれるのである。ダイタイ、キギョウのショユウシャよりヒコ

ヨウシャのホウがおおいから、かずのモンダイでシャカイはあれていく。キョウカイも

ちからをうしなっていた ときく。

ニジュッセイキには ミンシュシュギを とるくにがおおかったからそれはセイジにハン

エイされる。だから、センソウがおきたのだろう。ハンセイとして、「アイ」はあれるテ

イドに「かね」にかえないようにとか、いくらシャカイが あれてもセンソウをしないよ

うにとか あれたシャカイを なだめるしくみをつくるようにとかが いえるとおもう。

　

ヒャクヨンジュウゴ

　

ちょっとまえまでは からになったのみもののビンをみせにもっていって、ヘンキン（ビ

ンダイ）をうけとったものだ。しかし、サイキンは（ケースでかうビールビンなどは まだ

それをやっているかもしれないが）カンだとか、ペットボトルにのみものをつめてうっ

ている。たしかに それなら ユソウチュウにわれたりもしないし、かるいのだろう。それ

らは ごみとしてリサイクルコウジョウにおくられるらしい。だが、そうしてしまうと、

ごみがふえる。またモンダイなのが、ジュウタクなども イッカイばらしてあたらしいの

をつくろうとなる。それは カンや ペットボトルでそうしているのだから すんなり うけ

いれられるのであろう。むしろ、それしかかんがえつかないかもしれない。

しかし、ヨーロッパの いしづくりのたてものなどは ジュウミンとカグをいれかえれば

ほぼいつまでもつかえるだろうし、モクゾウのジュウタクもながくつかうらしい。そう

たびたび ばらして あたらしくするんじゃヒヨウもかかるから おかねもたまらない。そ

ういう すててあたらしくかうというには きをつけよう。コーヒーや シャンプーなどは
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つめかえシキのものがあるから そうしている。ペットボトルがうれれば、ドケンやが も

うかる では しょうがなさそうなのである。

　

ヒャクヨンジュウロク

どこどこジンと なになにジンのコンケツのことを「ハーフ」という。「コンケツ」といっ

ても「ち」がまざっているのではなくて、イデンジョウホウという セッケイズがまざっ

ている。こういうひとは「コクサイカ」のシンテンにともないふえてきているだろう。し

かし、つぎにあげるひとは「ハーフ」とよべるだろうか。ニホンサンのこめをたべ、ア

メリカガッシュウコクサンのニクをたべているひとたちである。

イデンテキにはニホンジンだとして、ニホンのこめをたべるわけだから、からだのセイ

ブン（イデンジョウホウでない）はハンブン ニホンセイである。ところが、アメリカ

ガッシュウコクサンのニクをたべるので、からだのセイブンのハンブンはガッシュウコ

クセイとなる（ランボウな いいかただが。）。そのひとはジュンスイなニホンジンと よべ

るのだろうか。こういうひとを「コンニク」ということにする。ゲンザイは、コクセキ

などはケットウシュギで きめられるために、ギョウセイテキにいえば このひとはイデン

シが ニホンジンゆえにニホンジンとされる。だが、セイブンからいえば、「ハーフ」だろ

う。ジンタイの「セッケイズ」がダイジなのか、「ゲンブツ」がダイジなのかむずかしい

モンダイである。

　

ヒャクヨンジュウシチ

　

レキシをみても、タクエツしたカガクシャや シソウカはいたといえるだろう。あまりに

すごいと、テンドウセツから チドウセツへ などとひとの ニンシキやセイカツをかえて

しまう。サイキンだと、レイゾウコのハツメイなどがそうかもしれない。ベツになくて

も ダイジョウブではあるが、あったほうがベンリであろう。すごいひとがかんがえたの

だろう。しかし、チドウセツなどは セツメイされても わかったりわからなかったりだろ

う。だからすぐにはリカイされなかった。ケッキョク、あたらしいなにかは、よのなか

のシュリュウの「ジョウシキハ」がみとめないようでは よいセイカといえないのではな

いか とおもう。

ダイタイ すごいハツメイをするひとは フコウなんじゃないかともおもう。センタンの

ケンキュウをするよりも、ジョウシキテキなケンキュウのホウが シジをえやすい。でも

そういうのは あまりにジョウシキテキだから、「そんなのはあたりまえじゃないか。」で

おわってしまう。だから、ちょっとあたらしくて、ほとんどジョウシキテキというケン

キュウがおおくなるのか。そういうのを「カイゼン」とよんでいるきがする。フコウに

なることをカクゴして、センタンテキなケンキュウをやることもできるだろう。ユウフ

クなカテイのひとならそんなことをしなくてもいいが、そういうひとばかりだとシンポ

がなくなる。セイヒンもユニュウばかりするようだと、やがてボツラクするだろう。
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ヒャクヨンジュウハチ

　

いいカンキョウだと、しごとがはかどる。わるいカンキョウだとみのキケンをかんじた

りして しごとは はかどらない。いいしごとをしたきゃいいカンキョウをつくるのがい

い。ヨーロッパなどでは、ナンミンがはいってきてちょっとカンキョウがかわってきて

いるのだろう。だから、ひとにはシンセツにしたホウがいいとおもいつつもフマンがつ

のる。だれにも やさしくできるのは すごいが、わたしなんかはそうはできないとおもっ

てしまう。だから、ジョウシキテキなカイケツでいいのではとおもう。「ミンシュシュギ」

のいいところは「ジョウシキ」にといかけることなのだから。サイゼンではないかもし

れないが、まぁまぁだろう。タブン、ヨーロッパのひとたちのジレンマは、みすててし

まってよいのかということではないか。わたしなんかは できるかぎりのことを してあげ

ればいいのではなかとおもう。たしかになやましいが、できるイジョウのことはできな

い。ただ、そうなやませるブンカは いいブンカなんだろう。

ヒャクヨンジュウキュウ

　

いやなことがあったりする。しかし つぎのシュンカンには そのいやなことをわすれてわ

らっていたりする。ジブンやジブンのセイシンが あたらしいジカンジクにながされてい

るのか いやなことが カコのホウにながれているのかはわからない。しかし、イチドもお

もいださなければそのいやなことは カンゼンにわすれさられるだろう。

エイゴのベンキョウをしていると、ラテンゴがたまにでてくる。また、ラテンゴから ハ

セイしたタンゴもおおい。ラテンゴはローマジダイから つかわれていたとおもうが、そ

のゴ さらに スペインゴやフランスゴや エイゴなどが できていったとおもう。タブン

ローマのシハイがよわまるにつれて それらのゲンゴがハッタツしたのだとおもう。た

だ、ローマジダイからタショウのチホウゴはあったのだろう。いまでは、ベツのゲンゴ、

ベツのコッカというわけである。イタリアゴというのもある。ローマがあるのになぜと

もおもう。しかし、ニホンにも コゴというのがある。なぜおなじチイキであるのにもか

かわらず コゴと ゲンダイゴがソンザイするのか。こたえは さかえていた トシのちがい

にあるかもしれない。

イタリアでは レキシテキに ローマがつよかったが、やがてホクブのトシのホウがつよ

くなった。ニホンでは レキシテキにカンサイがつよかったが、トウキョウがつよくなっ

た。そのつよさをヒョウゲンするために ことばもベツにしたというかんがえかただ。ま

た、かつてつよかったチイキが またもっともつよくなったら、むかしのことばをつかお

うというキウンになるのであろうか。

　

ヒャクゴジュウ

　

ニンゲンのレキシは シハイと ドクリツでかたれるかもしれない。あるチイキで シュ

リュウハとカットウがあるひとたちは ドクリツして あたらしくくにをつくったりする。
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どこかに つよいくにがあると、そのくにがよわくなったときに ブンリドクリツしたりす

る。なぜドクリツするかというと、ドクリツするだけのリユウがあるのだろう。そうす

るとあたらしいブンカが うまれていく。それを ひとは シンカだ シンポだいうかもしれ

ない。

ショクブツやドウブツのレキシも アンガイそうなのかもしれない。ショセツあるだろう

が、チキュウのゲンショはいわがもえているとかそういうのだったろうから、タンサイ

ボウセイブツができて、くさができて、むしができて、ヨンソクドウブツができてとブ

ンリ、ドクリツを ナンカイもつづけたのだろう。だから、ニンゲンももっとシンカする

かもしれない。しかし、ニンゲンには、シハイというのがあるのでそうシンカするとは

かぎらない（クローンのひつじを つくっただけでおおさわぎになる。）。

　チュウゴクのレキシは、だれかが うえにたち、そのだれかが つぎのひとにとってかわ

られるまで シハイする というしくみをえがいている。しかし、あまり ドクリツさわぎ

にはならなかった。なぜか、ひとびとがシハイをみとめるか、シハイにつきあったから

であろう。さらに、チュウゴクで、あたらしいなにかができなかったとはきかない。シ

ンポはあったということだ。いってみると、ニンゲンの「シハイ」は「シンカ」をもシハ

イしてしまおうとするのかもしれない。だから、シハイがつよいところではなかなか え

だわかれした シンカや ドクリツは むずかしいのだろう。

　

　

　

ヒャクゴジュウイチ

　

みなみのホウにいくと、にこんだキュウニクをのせたチュウカそばがある。これがうま

い。また、あげたぶた（トンカツよりすあげにちかい）をのせたチュウカそばもある。こ

れらは「ニク」がのっている。ニホンでは、ニクがのっているものがすくない。なにがい

いたいかというと、ニホンの「ラーメン」はエイヨウがすくないということだ。エイヨウ

をかんがえると、チャーシューがたくさんのったものしかセンタクシはない。「エイヨウ

はなくてもそれがいきなんだよ。」といわれるかもしれないが、やっぱりエイヨウがあっ

たホウがいい。だからかんがえてみた。それが「かばやきそば」である。「かばやき」と

いってもうなぎのでない。さんまである。うどんでためしたがまぁわるくないようにお

もう。エイヨウがすくないままでは、ラーメンをたべにくいので そういうクフウをして

ラーメンをたべようとおもっている。つぎは「さばみそそば」をやってみようとおもう。

　

ヒャクゴジュウニ

　

ことしは、じゃがいものほかに、キャベツと えだまめと ほうれんそうをうえてみた。

キャベツは まぁまぁ そだったが、えだまめと ほうれんそうはよくできなかった。よく

できなかったというよりも、「むし」にくわれてしまった。もっともそのふたつをそだて
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るのは はじめてなので、まぁ そんなものかとおもった。ニラなんかは つよいのにとお

もうが、まぁ「つよい」「よわい」のモンダイとはベツに「むしのツゴウ」が あるわけ

だ。ケッキョク キャベツもむしがたべてしまった。ことしは はたけしごとを まめにし

なかったのでそういうケッカとなった。そういう「ニンゲンのツゴウ」がほかの「むし」

だのなんだのの「ツゴウ」にユウセンされるわけではない。きちんと ザッソウとりもし

ないとシュウリョウがおちる。じゃがいもがそうだった。もっとこまめにていれしなけ

ればならないようだ。

　

ヒャクゴジュウサン

　

「ブンカ」というのはかわっていくもの、いや、デンジュされなければ つたわっていか

ないものだとおもう。ふと きづくと、ニホンシュを コップでのんでいたりする。ダイタ

イわたしがいく のみやは そんなものであまりきにしなかった。しかし、あるところでは

トックリとおチョコがでてきた。しかし、ゆのみのホウが つぐてまが はぶけるとおもい

それをつかってのんでしまった。

おもいだしてみれば、おやじは ちゃんと おチョコでのんでいたようなきがする。リッパ

な さかずきで とはいわないが、おチョコをつかってのむと デントウテキなんだろう。

ヒャクゴジュウヨン

　

いぬをかったことがある。リッパなケットウでなくて、ザッシュというやつだ。まぁ、シ

バケンとなにかが まじっていたのだろう。ちいさいときにいえにつれかえってくると、

よるにないていた。かまってやるとなくのはおさまるのだが、よなかにずっとおきてい

るわけにもいかない。かわいそうだがそのままにした。

おやじがおしえたのか いつのまにか、「おすわり」というとすわるようになっていた。え

さをおいて、そこでたべずにまつ「まて」もおぼえた。やっぱり そとのシゲキもほしい

のか、サンポにつれていくと、やけによろこんだ。トウジはわたしもわかかったので、は

しったりもした。

こまるのが、いえから にげてしまったときである。つかまえようとしてもにげてしまう

ので、えさで おびきよせたりしないといけない。しかし、それもメンドウである。かま

わずに いえでまっていると かえってくることがわかったので、まぁ、モンダイはある

が、そうすることもあった。

「ふせ」といって、からだを ふせることも おぼえた。コンキよくおぼえさせれば おぼ

えるものだ。ただ、サイキンのはやりは、エイゴでドウサをおぼえさせるのではないか

ともおもう。ただ、おやじも おふくろもエイゴをつかわなかったから ニホンゴでいい

のだ。

　

ヒャクゴジュウゴ
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「うさぎと かめ」のはなしはおさないころに きいたことがあるが、このとしになって は

じめてイソップドウワをめくった。はじめにしるされてあったのは、「しか」のはなしで

あった。イチワジュウギョウテイドで おわっていたがかんがえさせられるものがある。

トクギをもつものは トクギにおぼれてそのほかのことを わすれてしまう というように

わたしはカイシャクしたが、みじかいブンだと いろいろにカイシャクができる。つまり

ジユウドがたかいのだ。

　

ヒャクゴジュウロク

　

ヒッキヨウシがハツメイされたことにより、ひとはそのかみにキロクするようになった。

それによって、チョウブンをキロクすることも カノウになったのだが、ひとつのことを

ながながとかくように なったともいえる。そうするとその「ひとつのこと」はショウサ

イに シュウショクされ、マルさんがそのブンをみておもう「ひとつのこと」と バツさん

が そのブンをみておもうその「ひとつのこと」は ちかづいてくる。よりおおくその「ひ

とつのこと」をしるせば、マルさんとバツさんのおもう「ひとつのこと」はよりちかづ

くだろう。わかりやすいレイが ホウリツである。ホウリツのブンがみじかいと、それぞ

れちがったカイシャクをするが、ながいと カイシャクのはばがせばまってくる。なにが

いいたいかというと、ブンがながいと、キョウツウニンシキができやすいということだ。

それをケイモウシュギというかはともかく、「かみ」と それをつかうリョウをふやすこ

とで、「キョウツウニンシキ」がハッタツした。それをガッコウでまなぶというのが メイ

ジイコウのニホンのやりかただろうか。その「キョウツウニンシキ」のために、たとえ

ばホウリツによってヘイワがもたらされる。しかし、ショウバイは、「キョウツウニンシ

キ」だけではなりたたなかったりする。タンブンの ジユウドもいいものである。

　

ヒャクゴジュウシチ

　

みのむしのはなしをした（●キュウジュウシチ）。サイキンわたしはみていない。ニンゲ

ンが みのをきなくなったから、みのむしも「みの」をまとわなくなったのではないかと

おもう。いぬもそうだ。ショウボウシャがちかくをとおると、とおぼえをする。だれも

なにもしなかったら、いぬはほえないのだろうとおもう。メイジジダイのキジュツにも

（やなぎだくにおシ「メイジタイショウキ」）「シンヤたぬきが キシャのおとをまねて テ

ツドウの うえをはしるというはなしがあった。」とある。

うそか ホントかはともかく、ニンゲンの やることはほかの セイブツにもエイキョウを

あたえたのだろう。ただ、うちのいぬは「テレビ」をみるにはいたらなかった。そういう

イミでは、「テレビ」はニンゲンのコミュニケーションなのだろう。いぬとか とらをガメ

ンにうつせば、いぬも ハンノウするかもしれないが。
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ヒャクゴジュウハチ

　

まえのチョ『アルクカラカンガエル』では、「バカ」ということばはセイヨウの「バカ（バ

カンスなど）」からきているのではないかとシテキした（●『ア』ヒャクヨンジュウニ）。

たしかに「カラッポ」というイミもありそうだが、コンカイはモジでいう「バカ」のは

なしを ショウカイする。

シン（チュウゴクでおこったテイコク）のシコウテイ（「コウテイ」というショウゴウを

つくった。そのまえからあった「コウ」というゴウと、「テイ」というゴウをあわせた。）

のこであるニセイコウテイのジダイにチホウでハンランがおき、なかなかチンアツでき

ないでいた（そのなかにつぎのジダイに クンリンするひとがいた［コウウとリュウホウ

だ］）。ニセイコウテイも ジシンを カコの イダイなオウなどとヒカクし、「なにをもって

か くらいにあらん。」といっていた。

ジツは、そのときは、ダイイチのハイカの チョウコウがキョウフセイジのようなことを

やっていた。ジブンへのシジをためすためにかチョウコウは、ニセイコウテイのまえに

しかをさしだした。しかし、チョウコウは それをうまという。ニセイコウテイは、「ジョ

ウショウ（チョウコウのヤクショク）、まちがえるか。それはしかだ。」という。しかし、

チョウコウはほかのコウテイのシンカをためしていた。あるシンカは「しか」といい、ほ

かのシンカは「うま」という。モチロン、「しか」といったシンカはチョウコウによって

ころされた。これが「バカ」のユライだとおもう。

そのゴのシンは、ニセイコウテイがチョウコウによってころされ、サンセイコウテイは

チョウコウをころし、やがて、ハンラングンをひきいていたコウウ（のちのハオウ［ハ

というゴウとオウをあわせた。］）によってころされ、ソのジダイになった。

　

ヒャクゴジュウキュウ

「コセキ（カゾクのかずなどをキロクするもの）」も テイコクになるまえのシンが ドウ

ニュウしたものである。シンは ほかにグンケンセイをドウニュウした。つまり、シンが

トウチすると、「オウ」はいらなくなるのである。シンのトップイガイは コウムインにな

るわけだから。ほかにもホウリツ（ケイホウ）をドウニュウした。ただ、それをテイア

ンしたエイオウは、オウのこ（タイシ）が おかしたつみを かばったゆえにころされてし

まったのだが。バンリのチョウジョウもそうだが シンはいろいろのこしている。

　

ヒャクロクジュウ

　

まえから「ラーメン」は、エイヨウがたりないとおもっていた。レイガイテキにチャー

シューがのったメンがあるが、まぁ そのほかのものはそうだろうと。スープはいいもの

が できているとおもうので、ニクものをたしてみようとおもっていた。ミソラーメン

にチョウセンヅケをくわえて、さらにさんまのミソニをくわえてみた。なかなかおいし

かった。さばでもいいのかもしれないが、さんまでやってみた。イッショクブンのエイ
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ヨウはとれる。

　

ヒャクロクジュウイチ

　

しごとをする。おかねをかせぐ。ここまではいい。フツウのロウドウシャのすがたであ

る。そのおかねをチョキンにまわすと どうなるか。むかしはともかく、いまはテイキン

リなので、イッパーセントもリシがつかない。トウシにまわすとどうなるか。ゴパーセ

ントでまわしたジュッパーセントでまわしただと、ジュウネンでガンキンがニバイにな

る。なんのことはない、そういうことなのだ。

ジブンの しごとをこなして キュウリョウをもらうだけではイチバイのしごとである。し

かし、おかねにもかせいでもらえば、もっとセイカツがゆたかになる。だから、いまの

ジダイはチョキンではだめなのだろう。そのおかねのウンヨウのしかたで セイカツにさ

がでるのだ。

　

ヒャクロクジュウニ

　

ナットウはにがてなひともいるときく。わたしもそんなにトクイではない。かきまない

でたべてしまうホウだ。そのナットウに からしだけでなくラーユをいれる。あかナット

ウとよぶことにする。これもおいしい。

　

ヒャクロクジュウサン

　

「みずはジュンカンする」などという。タンジュンにいえば、チジョウのみずがジョウ

ハツして、あめになってふるというものである。たしかにフロにはいっていると みずが

ジョウハツしたのか テンメンにしずくができる。しかし、なぜそうなるのか。ショウ

ガッコウでは、みずはヒャクドシーでジョウハツするとおそわった。ヒャクドシーでキ

カするというわけである。ジッサイにフットウさせて、オンドケイではかったおぼえが

ある。

だが、フロのゆはヒャクドシーにカネツするわけではない。せいぜいヨンジュウゴドシー

だ。うみやいけのみずだってそうだ。ヒャクドシーにカネツされるわけではない。なのに

なぜジョウハツするか。ひとつのかんがえかたは、ネツが ブブンテキにヒャクドシーに

タッして、みずがジョウハツするというかんがえかただ。もし、そのようにネツがイッ

カショにあつまるのなら、そのブブンでないみずは ネツをうばわれてニジュウドシーと

かに（もとのスイオンがサンジュウドシーだったとする）なるのではないか。もうひと

つのかんがえかたは、ヒャクドシーでみずはキタイにかわるというのは うそ（うそとい

うかヒャクドシーでキカがカンリョウするというところだろう。ヒャクドシーでもジョ

ウハツするとか。）で、ジョウオンでも みずはキカするというものである。
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たしかにヒャクドシーでジョウハツする。だが サンジュウドシーでもジョウハツすると

かんがえる。どういうことかというと、みずは キオンよりオンドがたかければ、ジョ

ウハツするし、キオンより オンドがたかくなければジョウハツしない となる。これな

ら、なぜホッキョクのホウでゆきがふるのかをセツメイできる。なぜゆきがふるか。そ

れは、ふゆにゆきがふるチイキでは、キオンよりスイオンのホウがたかいことがおおい

のだ。だから、みずがジョウハツして、サイドひやされてゆきがふるということだ。み

ずのジョウハツがヒャクドシーでおこるとかんがえていたら ゆきがふることをセツメイ

できない。

　

ヒャクロクジュウヨン

　

シィディをジャケットがい（えがかれている［え］をみてえらんでかう）をして この

みのオンガクにあたってから、しばらくヨーロッパのバンドのシィディばっかりかって

いた。アメリカガッシュウコクのバンドのシィディもかったが、ヨーロッパのバンドに

くらべると、ガッシュウコクのバンドはメロディをそんなにタイセツにしないというイ

メージがある。もっといってしまうと、ガッシュウコクのバンドはあかるいというイン

ショウがあったりする。もっとも、いまでもセカイケイザイをリードする ガッシュウコ

クジンがくらかったら、シンパイになってしまう。そういいながらも、くらいメロディ

というか、ヒョウゲンとしてただしいのかわからないが、エンカっぽいものをすきこの

んできいていた。いまでもすきだが、やっぱりタショウかわったのか、くらいのばっか

りだとちょっととおもう。いやなことがあったときまでくらいキョクというのはつらい。

かといって、ニホンのわかいおんなのこたちがうたうような、とにかくあかるく いきま

しょう、みたいなのはどうなのかとおもう。そういう「いきおい」みたいなものではな

くて、あかるいキョクをうたうアーティストがガッシュウコクにもいるし、ニホンにも

いるのは よかったとおもう。

　

ヒャクロクジュウゴ

　

「ウェイター」とか「ウェイトレス」とかいう。「アクター」とか「アクトレス」ともいう。

これは、ダンセイのショクギョウなどのやくわりをあらわすことばにタイして、ジョセ

イのばあいにいうことばとしてクベツされている。もっとも、サイキンは、「ステュワー

ド」にタイしての「ステュワーデス」ということばをいわなくなっているようだ。なぜ

そういういいかたをしなくなるか。そのクベツは フロイドセンセイのはなしをおもいお

こさせるからかもしれない。つまり、なにかがあるとか、ないとか。そういういいかたを

しなくなっているわけだから、セイシンブンセキはあまりはやらなくなっているのでは

ともおもう。このレイのばあい、イッポウに「ことば」のみじかさがあって、もうイッ

ポウには「ことば」のみじかさがない。「ない」があるほうは、「ある」にあこがれるとい

うことだ。タンに「ことば」のモンダイだが、「ある」ホウにトウイツすれば、ジョセイ
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はなにかをてにいれるかもしれない。ジョセイのシャカイサンカクをとはよくいわれる

ことばである。フロイドセンセイのはなしではないが、ジョセイはこどもをうむキノウ

をもつわけだから、ダンセイはそれが「ない」というギロンになるかもしれない。そう

いうのをひとつのことばでいおうとするから、「どっちのセイかわからない」というひと

がでてくるようなきがする。

　

ヒャクロクジュウロク

　

もうすぐネンマツである。タブンこのズイヒツがシュッパンされるのは、としあけだか

ら、「キョネン」となっているはずだ。ネンマツには、てらがことしをあらわす イチジを

えらんで ハッピョウしたりする。あのてらでハッピョウされるイチジがわたしのおもう

イチジとイッチしたことがない。もっともナンマンジあるなかの（よくつかわれるのは

ナンゼンジらしいが）ひとつをえらぶわけだから、そうそうあたるものではないが、た

からくじにあたるよりかはカクリツはたかい。イッカイケイサンしてみたら、たからく

じがあたるよりも、チキュウガイからふってくる インセキに あたるカクリツのホウがお

おきかった。それらよりイチジをあてるカクリツは たかいのにである。

　

ヒャクロクジュウシチ

　

ことしのはるに キャベツをうえたらむしがほとんどたべてしまった（●ヒャクゴジュウ

ニ）。ムノウヤクノウホウだからしょうがないというのかだが、また、あきに キャベツを

うえたら、こんどはむしはたべていない。そのかわり、はくさいがたべられている。も

しかすると、いけにえのひつじではないが、なにかを ケンずれば、ほかのやさいがたす

かるのかもしれない。まったく、「むしのツゴウ」と「ニンゲンのツゴウ」である。

　

ヒャクロクジュウハチ

　

ショクタクに のりがあるとよりおいしく ごはんがたべられる。だが、サイキンおチュウ

ゲン、おセイボうりばで のりをあまりみないきがする。むかしはカンにはいった のりを

よくたべたものだ。のりはうみでとれるらしいが、いまのトウキョウで とれるのだろう

か。おふくろがこどものころ のりづくりをてつだったはなしを きかせてくれた。トウ

キョウでつくっていたらしい。「えどまえ」というやつだろう。つくだにもあるからやっ

ぱり とれていたのだろう。いまはわからないが。

ヒャクロクジュウキュウ

　

ダンセイとジョセイの「ある」、「なし」ばなしについていうと、ジョセイには「ながい

かみ」があるといえるとおもう。その「ながいかみ」は、エイゴで「トレス」というよう
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だ。それから「アクトレス」などを（「アクト」たす「トレス」）、よりちぢめて、「ステュ

ワーデス」（「ステュワード」タス「（トレ）ス」などにことばができていったのではない

か。だとしたら、フロイドセンセイがなにかが「ナイ」といっても、「ながいかみ」があ

るといえばよかった。ゲンダイの「ある」、「なし」をとわないやりかた（サービスマン

でも、サービスウーマンでなくて、サービスパーソンのようないいかた［●『ア』ヒャ

クロクジュウ］）をつづけるのもよいが、このような「ある」、「なし」ロンギにおわらせ

てもいいのではないか。

　

ヒャクナナジュウ

　

ガッキがシュミだとヘイキでゴマン、ジュウマンとでていってしまう。そんなことをやっ

ているからおかねがたまらないし、へたをするとショクジまでヒンジャクになる。さす

がにわかいときのように、ラーメンをレンゾクしてたべるようなまねはできない。すぐ

にエイヨウブソクでうごけなくなってしまうからだ。だから、ベツのシュミをさがした

りしている。まだゴセンエン、イチマンエンなら、ガッキよりましだ。イゼン、マンネン

ヒツをためしたことがあったので、サイキンはそれをまたとおもい、つかってみたかっ

たインクつぼをかってきた。ゲンダイテキなセイカツだと、インクを わざわざ ふでさき

につけてかくことはすくないが、ショドウのおぼえがあるので、すずりをつかうカンカ

クで わりとイワカンがない。きにいっている マンネンヒツでまぁ かいたりしている。た

だ、マンネンヒツもナンジュウマンとするものがあるようだ。きをつけないといけない。

　

ヒャクナナジュウイチ

　

ヒャクマイのノートというとそこそこあつさもあるし、なかなかつかいきるジシンがな

かったが、こうしてズイヒツをかきはじめてから、ヒャクマイはそんなにおおいクウハク

があるノートとは おもわなくなった。イチネンぐらいすこしずつかいていると、うまっ

てしまうのだ。もっとマイスウのおおいノートをつかいたくなったが、ほとんどセンタ

クシがないようだ。だからまたヒャクマイのノートにかくかとおもっている。シュッパ

ンのばあい、ゲンコウヨウシにかくのがフツウなのかもしれないが、サイキンわたしは

つかっていなかったし、よこがきのホウが なれてしまったのでこれでいいとおもって

いる。

　

ヒャクナナジュウニ

　

おおみそかは ネンにイチドのうたばんぐみがあったり、ユウメイカシュたちは、としこ

しコンサートをもよおしたりしている。そういうのがあってかケッコウたのしめるひだ

とおもっていた。しかし、としをとると、そういうのは、わかいカシュばっかりうたっ
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ているようにおもえて、あまりたのしめなくなってきた。しょうがないからそのジカン

は ジブンのシュミにキョウじるかともおもう。わかいひとむけじゃないジンセンならい

いのだが、まぁ しょうがない。

　

ヒャクナナジュウサン

　

なぜかテレビにセツゾクされたシロジにあかくソウショクされたはこがよくおもえた。

そのゴ、バクハツテキにはやったビデオゲームのキカイである。わたしが ヨウチエンに

かよっていたころにはじめてそれをみた。タブンナンドもみたのだろう。とにかくきに

なっていた。もっとも そのまえに、デンキテキにヒョウジされるゴルフゲームとかをつ

かっていたりもしたから テレビのキカイとゲームのキカイを セツゾクすると、なにが

できるかソウゾウがついたのかもしれない。それからニネンほどでそのキカイをてにい

れた。トウジの ショウネンむけザッシなどでショウカイされていた。コウリャクホウな

んかもおぼえている。それからイチネンたつと、そのうでまえをきそうタイカイがひら

かれるようになった。しっているともだちなんかは、ほとんどのこがそれをもつように

なっていた。なぜ そんなにニンキがでたのだろう。それをもっていないと、ともだちか

らはずされたのだろうか。そのゴ ニジュウぐらいになるまでそれをつかっていた。もっ

とも、たまにあそぶテイドになっていったが。トチュウで よりコウセイノウの ゲームキ

がハツバイされて、それもかった。ベツにコウセイノウじゃなくてもよかったが、ニン

キのあるゲームは つぎつぎとコウセイノウなゲームキのホウにうつっていった。そうい

うゲームをやりたかったらかうしかない。こんなようだから、おこづかいが どんどんな

くなってしまう。

コウコウジュケンのときも、ゲームをしながら、ゴウカクツウチをまった。そんなかん

じではうかるわけがない といまではおもうが、まぁ わたしはそんなチュウガクセイで

あった。コウコウセイになってからは、ガッキをホンカクテキにやりはじめたので、そ

ういうゲームをするヒンドはちいさくなった。オンガクをつくるキカイをかってそっち

に うちこむようになったからだ。いまでは ほとんどそのてのゲームはしないが、それで

よかったのだろうとおもう。

ビデオゲームは「ケッカ」をのこさない（ガメンにヒョウジされるだけだ）が、オンガク

はキョクやうたなどの「ケッカ」をのこす。あまり「ゲンソウ」に ひたっていてもとお

もうのである。でも、そういうゲームをやったセダイだから、いまでもつづけているひ

ともいるのであろう。そういう「キョウクン」をカクトクさせてくれたのだから、いい

「センセイ」だったかもしれない。ジブンのアクティビティを ソウサする「ゲーム」は

まだまだの うでまえである。

　

ヒャクナナジュウヨン

　

なぜニホンでは「エンカ」がニンキあったりするんだろう。いわゆる「サビ」というや
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つである。イッポウ、わかいひとはやたらあかるいキョクを うたったりする。わたしは、

わかいひとのあかるいキョクよりもエンカをききたいとおもう。センソウがあって、く

るしいセイカツがつづいたからあろうか。たまにきくのならちょっとあかるいかんじの

キョクもすきだったりする。わかいひとのあかるいキョクは、センチュウ、センゴとシ

ダイにゆたかになったからであろうか、なんか「カクメイ」テキなきがする。もしかす

ると、センチュウをムシしているのかもしれない。たしかにニンゲンは、くらいひとよ

り あかるいひとのホウがすかれるとおもうが、ブンミャクをぬきに あかるいというのは

ちょっとわからない。わかいひとは そんなにしあわせなのだろうか。わたしは、「カクメ

イ」というより「カイカクハ」かもしれない。

　

ヒャクナナジュウゴ

　

「いれずみ」というとこわかったりするが、「タトゥー」というとかるいかんじがするの

だろうか。タトゥーをいれようとするひとがいたりする。サッカーの センシュなんかも

いれずみをいれていたりする。ベツに わるいショクギョウではないとおもうがである。

もともと「いれずみ」は わるいことをしたザイニンにいれたものであるが、サッカーの

センシュもなにかわるいのだろうか。よくかんがえてみると、あのキョウギはたまをけ

る。たまをあいさずに けとばすような「ランボウ」をしているからだろうか。そうだと

したら、ビルをカイタイするギョウシャなんかも、いれずみをいれなくてはならないだ

ろうが、まぁいまのところ、いれずみをいれるのはショウスウハだ。

　

ヒャクナナジュウロク

　

わたしがわかいころには、「ゲンテンホウ」でものごとをみるくせがあった。もっとも、

そうなるまでにはものごとをしることがかかせない。たとえば、あるシュルイのオンガ

クをききこむと、ひとつのそれと ほかのそれのちがいがわかってくる。その「ちがい」

をもとにものごとをヒョウカするのである。あるラーメンテンのあじのヒョウカもそう

だ。あるコウセイされるもののちがいをもとにヒョウカする。タンジュンにいえば、ビー

ルのメイガラにこだわるみたいなものである。「わたしは、ビーシャのビールがすきだ。」

というやつだ。そのほかのビールは、「こくがすくない。」とかいって、ゲンテンヒョウカ

するのである。そうすると、のむビールがきまってくる。そういうことだが、サイキン

は、カテンヒョウカするようになった。ビールをのめればうれしいからというのがひと

つのリユウだが、ほかにもリユウがある。なぜかというと、ゲンテンヒョウカできるほ

どタクサンのビールをのんだわけではないからである。イチマンシュルイをのんで「サ

イコウ」のものをヒョウカしたわけじゃなく、どうせ たかだかゴシュルイのものをのん

でえらんだ「サイコウ」のものだからである。ゴシュルイをのんだかもうたがわしい。つ

まり、ほかのひとにもツウヨウする「カガク」のようなものでなく、イッコの「このみ」

にすぎないのである。ゴシュルイのビールをのんだだけで、「ビール」をえらそうにかた

60



れるほどはじしらずではないし、イチマンシュルイをのんで、それぞれヒョウカするほ

ど「キリョク」も「ザイリョク」もない。だから、「サイコウ」のものからかたる「ゲンテ

ンホウ」ではなく、それぞれのよいテンをヒョウカする「カテンホウ」にかわった。ひ

とのありかたも、「かくあるべき」というのがつよいと、ゲンテンヒョウカにつながりや

すいが、「キョネンよりマルマルがジョウタツした。」とみれば、いやにならない。

　

ヒャクナナジュウシチ

　

ニホンのレキシキョウイクは、ゴウマンである。「えらいひと」をソンケイしなさいと

いったりもするのだろうにである。たとえば、「キョウシ」のことを「センセイ」とよば

せたりする。ニホンゴでは「えらいひと」につかうケイショウであるが、チュウゴクで

は、マルマルさんというイミである。これもケイショウである。それなのにもかかわら

ず、センゴクのよで、ゼンコトウイツまであとイッポでたおれた「おだのぶなが」コウ

には、「さん」も「コウ」もつけない。タブン、そのことをおしえるキョウシよりは「え

らい」はずである。そういうところでキョウイクがシッパイするようなきがする。その

うち、キョウカショのまえがきに「ケイショウリャク」とのるのだろうか。

　

ヒャクナナジュウハチ

　

ひさしぶりに「ふでばこ」をかった。タブン、ショウガクセイだったころイライである。

マンネンヒツをおくのにつかいたかったからだ。サイキンのは えがかいてあるものがお

おいようだ。もっとシッソなものがほしかったが、えのイミがわかるひとつをかった。

ニダンにわかれるそのジョウダンが インクビンをおくのにつかえるからベンリだ。しか

し、サイキン、ふで（モウヒツ）をいれる「ふでばこ」はみかけないようなきがする。わ

たしがこどものときには、ふでとすずりをいれるはこがあった。サイキンはそれをつか

わないのだろうか。

　

ヒャクナナジュウキュウ

「フォルダ」をつかうようになった。イゼンからあったのだろうが、あるときまでそのソ

ンザイにきづかなかった。パソコンのガメンにヒョウジされるあれをみて、ゲンブツを

かいにいったくらいだ。もっとも、あつかっているみせはすくないみたいだが。いろも

パソコンでヒョウジされる あのいろである。パソコンでは あれにもうイッコも ニコも

いれられるが、ゲンブツではそんなゲイトウはできない。しかし、つかいようはあるの

である。ミライのセダイでは、パソコンにヒョウジされるなにかをみて（ダストボック

スもそうだ）、ほんものをしることもあるんだろう。ゲンに わたしがそうだった。
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ヒャクハチジュウ

　

ここサンネン、ヒチリキ（コテンでつかうふえ）を シュセンリツでつかうオンガクをつ

くっていた。キョネンまでは ジッサイにはふかず、ほかのガッキのおとを それヨウにあ

てていたが、ことしにはいって、ジッサイにヒチリキをつかったキョクができた。それ

ヨウにつくったのだから、それでいいはずである。しかし、そのキョクをヴァイオリン

のおとのシュセンにして ならしてみると、それもまたいいのである。なにがいいたいの

かというと、そうやって「コテン」ガッキがすたれていったのではないかということ。ほ

かのガッキでそのキョクをひく（ふく）のなら、ニホンのコライのガッキであれば「コ

キュウ」がいいかとおもう。しかし、それよりゲンダイでは フキュウしている「ヴァイ

オリン」がえらばれたりするのだろうと。チュウゴクなら「ニコ」かもしれないが、やっ

ぱりゲンザイのニホンだと、「ヴァイオリン」というきがしてならない。なぜなら「きも

の」をきなくなってしまったから。まぁ そうやって リュウコウはヘンカしていくのだろ

うと。ちいさなコジンによる レキシロンである。

　

ヒャクハチジュウイチ

ネンマツがちかづいてきた。サイキンではジュウニガツの キリストのタンジョウビも ひ

とつのもよおしをするひになっているのだろう。ケーキととりニクがよくうれるようだ。

ジッサイに なにか おいのりのようなことをショミンがするわけではないようなので、タ

ンに ショウバイジョウのトクバイびになっているようだ。わたしのいえでは、サイキン

おせちリョウリをつくらなくなったようだ。そういういえもおおいのだろう。やっぱり

おせちリョウリも トクバイしている。むかしはつくっていたが、どうもわたしは そんな

にすきではなかった。それよりショウガツは「ぞうに」がたべられるのですきだ。もっ

とも いえでももちつきはしない。うすときねをかってもいいかなとおもうが、ひとりで

もちつきができるわけではないので いまはかわないでいる。ネンマツのうたばんぐみも

わかいひとばかりがでるのでたのしめるようなきがしない。こういうときにレンタルビ

デオやがやくにたつのだろう。

　

　

　

　

あとがき

　

キョネンのくれ（ホンができあがるころには、「おととし」になっているだろう。）には

じめてホンをだし、それから イチネンほどでニサツめのホンができあがった。まえまえ

から ホンをかくことにはキョウミがあったが、それをかたちにするまでサンネンイジョ

ウまつことになり、キョネンにようやくイッサクめができた。そのときは、かきじめて

からイチネンハンほどかかったが、コンカイはイチネンほどでできた。いまのシッピツ
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のペースも　おなじくらいだ。いそいでかいてやろうとおもっていないし、いそぐヒツ

ヨウも なさそうだ。またこのズイヒツシリーズがかきあがるとしたら、ライネン（こと

し）のふゆごろなんだろうとおもっている。サイキンは、あまりあるいていないが、そ

ういうシゲキがかんがえにつながっていくと まだおもっている。そういうことをまたか

いていきたい とおもっている。

　

ヘイセイニジュウハチネン ふゆまえ

　

　

　

　

　

むしのツゴウ ニンゲンのツゴウ
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